
所管部署
（連絡先）

令和　7年　１０月実施

この定期モニタリングでは、以下の表の評価項目・視点により確認を行いました。

⑴ 市民ニーズの把握・対応状況

⑵ 経済性

⑶ サービス水準

代表団体

（JVの場合）

構成団体

（JVの場合）

▍１　業務の履行状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑴　選定時の基準（確認事項）・事業計画の内容（目標）に関する事項
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評価 評価 評価理由

3 3 「まちなかサロン」として各種事業の企画・実
施に努めているため、事業計画どおりであり、
本市要求事項水準を満たしていると判断で
きる。

図書館
≪共通≫
・地域の人々が気軽に集い、「まなび」と「つながり」を共有する事ができる「まちなかサロン」を目
指し、イベントを実施している。
〈御殿山〉
【2025年度上期実績】
個人貸出冊数:87,183冊（昨年同期　93,139冊）（対前年度比 93.6％）
個人貸出人数:25,475人（昨年同期  28,681人）（対前年度比 88.8％）
新規登録者数:208人（昨年同期 211人）（対前年度比  98.6%）
〈菅原〉
【2025年度上期実績】
個人貸出冊数:147,725冊（昨年同期　153,185冊）（対前年度比 96.4％）
個人貸出人数:47,424人（昨年同期  51,007人）（対前年度比 93.0 ％）
新規登録者数:349人（昨年同期 297人）（対前年度比  117.5%）

【施設の経営方針に関する事項】
①施設の現状に対する考え方及び将来展望
施設の設置目的等を踏まえた現状認識及び今後の方向性が明確に提案されている（確認事項９）

・市民が『まなび』と『つながり』を共有する、誰もが気軽に集える、まち
なかサロンを実現

生涯学習市民センター
《共通》
・「まちなかサロン」の実現に向け提案内容および事業計画書に基づいて計画的に実施してい
る。
◆2025年度上期（4-9月）　施設利用率
・御殿山:52.0%（昨年度 54.3%）

 〈御殿山〉
・来館のたびに新しい展示に触れて頂けるよう、ギャラリー個展、ロビー展、その他企画展を開催
した。（上期　企画展　5回　ロビー展　4回　個展　4回）
利用者アンケートより　「最近色々な展示があり、すばらしく感じる。今後も楽しみにしていますの
で続けてください」「初個展の時はお世話になりました」
〈菅原〉
・市民の歓談や非定型のグループ活動の場となっているMOKU内にて、快適性向上のための
BGMを継続。
・1階ロビーに観葉植物を設置（5月）
・2階ロビー子どもコーナーにて乳幼児（0歳～5歳）優先エリアを設置。

計画どおりの適正な管理運営を行っている。
一部計画どおりにできていない、又は改善が必要であるが、概ね適切な管理運営を行っている。
全く計画どおりにできていない、又は一部不適切な管理運営が行われている。

評価ポイント
指定管理者による一次評価 所管部署による二次評価

評価理由

所在地(JVの場合は代
表団体の所在地)

大阪市西区京町堀1丁目4番16号
株式会社リブネット
京阪ビルテクノサービス株式会社

評価ポイントごとの評価基準
計画以上に独自の新たなサービスを提供し、特に良好な管理運営を行っている。
計画以上の良好な管理運営を行っている。

【生涯学習市民センター】
市民の学習活動及び芸術等の文化活動を支援するととも
に、地域におけるコミュニティ活動の活性化を促進することに
より、市民が生涯にわたって学び続けることのできる環境を
醸成し、並びにこれらの活動を通じた市民との協働によるま
ちづくりを推進する。
【図書館】
図書その他必要な資料を収集し、整理し、及び保存して
市民の利用に供し、その教養、調査研究、余暇活動等に
資するため、図書館法の規定に基づく図書館を設置する。

指定管理期間
令和５年4月1日から令和10年3月31日
(2023年4月1日から2028年3月31日)

指定管理者

名　称
枚方まなびつながりプロジェクト 大阪ガスビジネスクリエイト株式会社

(JVの場合はグループ

募集要項・仕様書記載事項等に関する事項 指定管理者によるサービス水準が適切なものとなっているかについて確認します。

２　業務の継続性・安定性 指定管理者の財務状況が継続的、安定的にサービスを提供できる状態にあるかについて確認します。

施設の概要等

所在地 枚方市御殿山町10-16・枚方市⾧尾元町1-35-1

主な業務内容

【生涯学習市民センター】
・生涯学習活動に係る情報の収集及び提供を行うこと。
・生涯学習活動に係る交流の促進その他生涯学習活動の支援を行うこと。
・センターの施設及び附属設備を生涯学習活動及び協働によるまちづくりに係る活動の用に供すること。
・センターの施設等を社会教育法(昭和24年法律第207号)に基づく社会教育事業の用に供すること。
 【図書館】
・教育と文化の発展に係る図書館事業の実施に関すること。
・読書案内及びレファレンスに関すること。
・図書館資料の選択、貸出し､整理､修理、保存および除籍に関すること。

設置目的

１　業務の履行状況 事業・業務等が適正に実施されているか否かについて、実施状況・実施体制を確認します。

選定時の基準（確認事項）・事業計画の内容（目標）に関する事
項

アンケート調査等の実施により、市民（利用者）のニーズを把握し、その結果を踏まえて改善を行っているかにつ
いて確認します。

施設の管理運営に関する経費の収支状況（使用料の収入実績を含
む）

料金収入や委託料等の収支状況について、当初の収支計画と乖離がないか、適正な内容となっているかについ
て確認します。

令和７年度　 定期モニタリング評価表（中間）

施設名
枚方市立生涯学習市民センター・図書館

（御殿山・菅原）
　観光にぎわい部文化生涯学習課（072-841-1409）

教育委員会中央図書館（050-7105-8110)

評価項目 評価の視点
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3 3 知的財産や環境活動など（生涯学習市民
C）、個人情報保護や障害者差別解消法
など（図書館）テーマ別の研修を実施して
おり、法令遵守体制の構築がなされている。
各種法令への対応も本市要求事項を満た
しており、事業計画どおりに運営していると判
断できる。

3 3 KY研修などの実施を確認したもので、本市
要求事項水準を満たしており、事業計画通
りに運営されていると判断できる。

3 3 条例・規則等に基づく適正な運営状況を確
認したことから、設置目的に沿った運営計画
がなされているため、本市要求事項を満たし
ており、事業計画どおりに運営していると判
断できる。

3 3

3 3

図書館
〈御殿山〉
・館⾧、リーダー、サブリーダー、スタッフ計15人を配置(内2人は障がい者雇用)。
〈菅原〉
・館⾧、リーダー、サブリーダー、スタッフ計17人を配置

設備管理
運営と維持管理の連携の他、維持管理部門内に於いても連絡体制を構築、詰所内に掲示し
て効率的に運用している。

・施設広報・地域連携担当を選任し、館一体としての効果的・効率
的な運営を推進する。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
・施設広報会議を毎月実施。
・施設広報・地域連携担当をサブリーダー以上から各担当者1名を配置。
HPや広報誌の管理、活動委員会支援、連携事業の企画等、館一体として効果的、効率的
な運営を行っている。
〈御殿山〉
・図書館カレンダーとお知らせ（表面）・センター作品合同展（裏面）施設広報として約
3,000部周辺地域へチラシ配布(9月）
・地域連携担当が毎月渚商店会会合に出席　以下の連携事業について協議。
　矢野橋村没後60年4/28関連企画ワークショップ実施し作品を各商店に展示5/3-6/8
　作品合同展期間中にこども作品を各商店に展示10/14-19実施予定
　ゴテハロ（御殿山渚ハロウィーンイベント）灯ろうアートワークショップ、フォトスポット等
　10/25実施予定
　商店会ご案内、御殿山界隈健康ウォーク（活動委員会・商店会連携）11/26実施予定
 アトリエ美術館で各商店に循環ボックスを設置予定　企画展開催前予定
〈菅原〉
・枚方市消防団女性分団と協力し防災展示の更新。
・毎月「すがわらだより」を近隣にある茶通仙 多田製茶に設置。担当が設置の依頼に伺ってい
る。
・子ども食堂との連携。担当が密に連絡をとり、野菜（食材）の種まきや収穫から提供までスケ
ジュール調整を行っている。

〈共通〉
提案どおりの人員体制をとり、毎月、施設運
営会議を開催している。施設広報・地域連
携担当者も選任しており、本市要求事項水
準を満たしており、事業計画通りに運営され
ていると判断できる。

〈図書館〉
サービス向上委員会を設置し、4館合同の
取り組みを委員分担制で行うなど、効率的
な運営をしていることを確認した。

以上のことから本市要求事項水準を満たし
ており、事業計画通りに運営されていると判
断できる。

図書館
《共通》
・施設だより編集担当選任。施設だより編集会議に出席。
・地域連携担当選任。地域の方に講師になっていただく際などの窓口、連携事業の企画実施
の担当としている。

・定期的なリスクモニタリングで予防・改善の行動。

生涯学習市民センター
・内部監査（下請法、情報セキュリティ、経理処理等）年1回実施
　改善計画の策定と実施
・危険予知訓練月1回実施
・個人情報管理部門点検年1回実施
・情報セキュリティHY（ヒヤリハット）活動年約6回実施
図書館
《共通》
・2か月に１回、KY研修を実施。

・設置目的に沿った運営計画を基にした施設運営。

生涯学習市民センター
《共通》
 ・「枚方市立生涯学習市民センター条例および施行規則」「枚方市生涯推進基本指針」等に
沿った運営計画を行っている。
図書館
《共通》
・「枚方市立図書館条例および施行規則」「枚方市立図書館第4次グランドビジョン」「第4次
枚方市子ども読書活動推進計画」等に沿った運営計画を行っている。

　業務繁忙時にも対応できるよう、施設に必要な従事者を適正に配置するとともに、利用者サービス向上、効率的・効果的な管理運営の観点を踏まえた実施体制等について提案されている（確認事項12）

・施設としてシフトを一体的に管理し、過不足なく配置できる連携体
制を構築する。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
・緊急時対応等に備えてJV内でシフト共有を行い、一体的に施設運営が出来る体制を整えて
いる。
・毎月施設会議を開催して事業予定、連携事業、運営状況、修繕計画の共有を行い、一体
管理している。
生涯学習市民センター
・支障なく運営ができるよう津田・楠葉Gも含めた４館での応援体制を確立している。

〈共通〉
毎月、施設運営会議を開催し施設の一体
化運営を図っている。

提案書どおりの人員配置体制を配置し、市
内4館で相互協力も行っていることを確認し
ている。
以上より、本市要求事項を満たしており、事
業計画どおりに運営していると判断できる。

〈御殿山〉
・所⾧、リーダー、サブリーダー、スタッフ計10人を配置(内１人は障がい者雇用)。
〈菅原〉
・所⾧、リーダー、サブリーダー、スタッフ計8人を配置。(欠員については他館からバックアップにて
人員体制を整えている)。

②施設運営に関する計画

（ア）管理経費・管理体制の提案

関係法令及び本市条例・規則を遵守し、施設の設置目的に沿った運営計画が提案されている（確認事項11）

・多様な法令に対応するテーマ別の研修実施体制。

生涯学習市民センター
《共通》
施設内における法令順守を徹底させるため各種関係法令に加えて企業行動基準に基づきテー
マ別研修を計画的に実施している。
・知的財産に関する基礎知識習得研修（eラーニング）　7/1～9/30
・「Daigasグループ企業理念月間」の理念共有活動（eラーニング）　9/1～10/10
・環境活動に関する従業員教育（eラーニング）9/26～10/31　など
図書館
《共通》
年間研修計画を立てて、研修を実施。
・個人情報保護法研修　5/26
・障害者差別解消法研修　7/28
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3

3 ホームページの改良等を行い、新たな利用
者に訴えかける周知活動や既存利用者へ
の活動支援が行われており、本市要求事項
水準を満たしていると判断できる。

3 3 HDMIアダプター、のぼり等、利用者の要望
を参考に備品購入を行っており、本市要求
事項水準を満たしていると判断できる。

3 3 利用の少ない諸室での新たな利用方法を
示すことで利用促進されているため、本市要
求事項を満たしており、事業計画どおりに運
営していると判断できる。
引き続き、認知度の低い備品などを紹介
し、施設利用につながるよう努めてほしい。

図書館内で、生涯学習センターの利用を促
進する取り組みを行っており、事業計画どお
りに運営していると判断できる。
引き続き、提案書に記載のある図書館利用
者が生涯学習市民センターを知って利用に
つながるような取り組みを進めてほしい。

3

・ホワイトボード、HDMIアダプター、スマホスピーカーといった備品の充
実による諸室の魅力の向上。

生涯学習市民センター
《共通》
・利用者アンケート 項目11 「当施設へのご意見」やご利用団体からの直接のご意見などを参
考に備品を追加、新設。
・HDMIアダプター導入済

〈御殿山〉
・ギャラリー用テーブル４台、スツール8脚、貸出用軽量ミラー2台、のぼり4本購入
〈菅原〉
・40型モニターとモニター台買替
・和室用椅子8脚購入
・折り畳みテーブル購入
・ホワイトボード買替
・ベースアンプ買替

・活用頻度の減った備品や設備に関する実技体験講座を開催するな
ど、諸室の利用率増加に寄与する貸出備品や付属設備の情報発
信。

生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・利用が少ない創作室2の露光機活用策として実技講座 OPEN ATELIER「‟物語”をひらく」
シルクスクリーンでアートフラッグをつくる開催5/31-9/27計5回（参加者8人　定員10人）
〈菅原〉
・比較的利用率の低い料理室の活用策として、図書館連携事業「日本茶入門講座」の実施。
10/19予定

・図書館内に生涯学習コーナーを設けるといった諸室利用率の増加に
向けた連携事業

3 生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・事務所図書コーナーを設置しテーマを決めて美術手帳を中心に定期的に入替（上期）
・作家が影響を受けた本を図書館から借用し企画展開催中設置　8/26-9/24
・企画展に合わせて図書館内に関連図書コーナーを設置（下期予定）
・絵本原画展開催（下期予定）
〈菅原〉
・団体向けのブックリストを作成し、常時設置するコーナーの継続。

（イ）改善提案（生涯学習市民センター）

生涯学習市民センターの諸室の利用率増加に向けた取組が具体的に提案されている（確認事項13）

・既存利用者と新規利用者双方に対する諸室の利用を促すPR（パ
ブリックリレーションズ）。

3 生涯学習市民センター・図書館
《共通》
センター・図書館のホームページトップページを統合済（2024年度）。
生涯学習市民センター
《共通》
・2024年度にホームページリニューアルを実施。スマートフォンでの閲覧にも対応することでより検
索しやすく機能改善を行った。・ホームページをリニューアル。スマートフォン表示にも対応すること
で利用者の利便性を向上。イベントや休館日などの施設予定が確認できる情報提供機能を上
期に新たに搭載した。

生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・地域連携事業 子ども向けワークショップ　キテミテ中之島205 in 御殿山
　4/29　（参加者15人　定員設けず）
・ティーンフラッシュVol.２「みんなで創ろう!この街の未来」 ワークショップ
　7/21（参加者 19人 定員 15人）拡大実施。
・地域の方に自由に施設を見学頂ける「オープンごてんやま」1か月間に拡大し開催。8/1-31
（サークル見学希望者15人）サークル活動自由見学で新規メンバー募集実施。
利用者アンケートより:見学の人が本当に来られた。知らなかったのでびっくりした。
〈菅原〉
・各諸室の写真や備品情報が掲載された資料を受付窓口に設置。
・既存利用団体と新規利用者の交流を目的としたイベントの実施（10月開催予定）
・安定的な活動回数確保の支援。（競争率の低い部屋の紹介、誘導）

・地域や利用者をよく知る経験豊富なスタッフが業務にあたり、利用者
満足の品質を担保する。

3 生涯学習市民センター・図書館
《共通》
・地域や利用者をよく知る経験豊富なスタッフを確保するため、職員の半数以上を枚方市を含
む近隣地域在住かつ勤務継続2年以上の経験者で構成している。地元採用を積極的に行
い、地域人材を有効活用することで、地域のニーズを的確に把握し、地元学校の行事等にも配
慮した柔軟な運営を実現。これにより、利用者満足度の高いサービス提供に繋げてる。
・各業務にサブリーダー以上から担当者を配置。各種委員会、よみかき、人形劇などの事務局
業務、必要なサポートを行っている。
施設管理
・近隣住民の採用に心がけ地域特性や情報などの把握に努め、地域に根差した運営に努めて
いる。

地域への理解が深い人材をスタッフとして配
置、また各業務にサブリーダー以上のスタッフ
を配置するなど、利用者満足につながる体
制がとられていることを確認したため、事業計
画どおりであり本市要求事項水準を満たして
いると判断できる。
また、図書館においても地元のスタッフの配
置により、地域のレファレンス対応を可能とし
ているもので、地域性を踏まえた利用者ニー
ズや課題への適切な対応が確認できた。

図書館
《共通》
・地元スタッフを配置することにより、地域のレファレンスに対応している。
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3 3 学生を巻き込んだ事業を展開することで、⾧
期的な視点での利用率向上に向けた取り
組みを実施されていることから、本市要求事
項を満たしており、事業計画どおりに運営し
ていると判断できる。

4 4 大阪・関西万博との連携イベントの企画がさ
れ、両センターで展示を行うなど、本市要求
内容を満たしている。
加えて、御殿山生涯学習美術センターで
は、「みんなで創ろう!この街の未来」展と題
して、制作した作品を実際に大阪・関西万
博の開催場所で展示するなど、大阪・関西
万博の機運上昇に大きく貢献していることを
評価したい。

3 3 御殿山のロビー展示、菅原のイベントなど、
積極的に利用者を巻き込んだ事業を実施し
ていることから、本市要求事項を満たしてお
り、事業計画どおりに運営していると判断で
きる。
今後も利用者が日ごろの活動の目標にでき
るような、展示や発表の場を積極的に開催
されたい。

〈図書館〉
　サークルの発表やギャラリーの活用は本市
要求事項水準を満たしており、事業計画通
りに運営されていると判断できる。

3 3 サークル設立の支援のための窓口説明を
行っていることから、本市要求事項を満たし
ており、事業計画どおりに運営していると判
断できる。御殿山においてはサークル設立に
つながったことを評価する。
菅原も含めて今後も取り組んでいただきた
い。

3 3 サークル設立の支援のための窓口説明を
行っていることから、本市要求事項を満たし
ており、事業計画どおりに運営していると判
断できる。

サークル設立マニュアルについては、早期に使
用できるよう、速やかに完成するように求めた
い。

3 3 サークル活動体験をが実施しているため、本
市要求事項を満たしており、事業計画どおり
に運営していると判断できる。

・サークル設立マニュアルの作成や相談窓口を設けるなど、サークル設
立の支援。

生涯学習市民センター
《共通》
・窓口対応では、登録方法や要件、施設予約・利用方法について随時説明を実施。スタッフ向
けマニュアルを基に、市民向けにサークル立ち上げを支援する「サークル設立マニュアル」を下期に
完成予定。
〈御殿山〉
・現役世代・若手をターゲットに実技講座を開催
・実技講座 OPEN ATELIER「‟物語”をひらく」 シルクスクリーンでアートフラッグをつくる
　5/31、6/28、7/26、8/30、9/27（全5回）（参加者8人定員10人）
・実技講座 OPEN ATELIER「"つくる”をひらく」7/19、8/2、8/9、8/23（全4回）
　（延べ参加者44人延べ定員100人）各回個別参加可
・実技講座 OPEN ATELIER「ほって、つくって、たべる。」9/20～実施予定（全4回）

・サークル活動体験企画。

〈御殿山〉
・「オープンごてんやま」開催 8/1-31　（サークル見学希望者15人）
〈菅原〉
・「すがわらサークル発表会」にてロビー展示や体験コーナーを実施。10/26予定。
・既存利用団体と新規利用者の交流を目的としたイベントの実施。10/18予定。

・サークル団体の展示、発表の場の企画。

生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・サークルロビー展開催（上期4回）
・「オープンごてんやま」開催 8/1-31　（サークル見学希望者15人）
〈菅原〉
・「すがわらバンドライブ」10/4.5予定
・「すがわらサークル発表会」10/26予定
・ダンスサークル参加「ショート動画撮影会＆交流発表会」10/18予定

図書館
〈御殿山〉
・御殿山図書館「紙芝居サークルよっちゃん」の活動実施。図書館おはなしのへやにおいて発表
の場を提供。
〈菅原〉
・菅原図書館「アート・ギャラリー」の実施。図書館の閲覧室内において作品の展示場所を提
供。

生涯学習市民センターで活動する団体の登録数の増加に向けた取組みが具体的に提案されている（確認事項14）

・活動サークル紹介やメンバー募集案内の掲示など、登録団体の増
加に繋がるように既存団体の活動を支援。

〈御殿山〉
・オープンごてんやま開催期間中希望サークルに館内掲示板へサークル紹介ポスター掲出。
〈菅原〉
・サークル発表会開催。10/27
・窓口問い合わせ用のサークル紹介のフォーマットを更新。
・サークル紹介の内容をHPに掲載。
・コンサート事業開催時、参加者にむけた音楽サークルなどの既存団体の紹介。
・既存団体が所有する機材導入の相談対応。

・⾧期的な視点での諸室の利用率改善のための、将来世代への取り
組み。

生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・TEAM EXPO 2025 共創チャレンジ
　「Art de Peace」大阪・関西万博で絵じゃないか!1,154人来館
・「御殿山フェスタ」開催　6/14-15　延べ3,873人来館
・近畿情報高等専修学校 軽音部オープニングで演奏。
・高陵幼稚園の児童作品ロビーに展示。
・牧野高校文藝部、枚方なぎさ高校イラスト部お絵描き体験出展。
・ティーンフラッシュVol.２「みんなで創ろう!この街の未来」 ワークショップ　7/21（参加者19
人　定員15人）
〈菅原〉
・TEAM EXPO 2025 共創チャレンジ
　「Art de Peace」大阪・関西万博で絵じゃないか!1,477人来館
・サークル発表会などのイベント出演を子ども団体を中心に積極的なアピールを実施。（1団体
初出演予定）
・若年層利用団体に備品についてご意見の収集。（下期導入予定）
・ショート動画撮影＆交流発表会など若年層対象の事業展開。

・2025大阪・関西万博との連携したイベントを検討し、関西万博の
機運上昇への貢献

生涯学習市民センター
《共通》
枚方の未来を共に描く場を提供。多くの市民が以下の参加型イベントを通じて万博への期待と
参加意識を育み、機運上昇に貢献した。
TEAM EXPO2025大阪・関西万博共創チャレンジ「Art de Peace 大阪・関西万博で絵じゃ
ないか」と連携した絵画展示イベントを開催。
枚方市内の幼稚園、保育所などに通う子どもたちが「楽しいこと Happy!Dream!」をテーマ
に描いた絵の展示。
御殿山会期:2025/4/19ー4/27　展示数約400枚　1,154人来館
菅原会期:2025/5/17ー5/25　展示数約179枚　1,477人来館
〈御殿山〉
ティーンフラッシュVol.2「みんなで創ろう!この街の未来」展
大阪・関西万博（夢洲）大阪ウィーク枚方ブース（ギャラリーウェスト）展示作品巡回展示
8/6-19　1,633人来館

4



3 3

3 3 菅原施設では年４回実施を予定されて
いるため、市要求事項を満たしてお
り、事業計画どおりに運営していると
判断できる。
御殿山施設でも、ガラス窓や中庭があ
る施設環境を生かした事業を実施され
たい。

3 3 ２館とも、「まちなか植物園」の実現
に向けた事業を計画されている。
引き続き確実な事業実施をお願いした
い。

〈図書館〉
御殿山は植物特集コーナーの設置予定、
菅原はまちなか植物園に関連する常設展示
を行っており、本市要求事項水準を満たして
おり、事業計画通りに運営されていると判断
できる。

3 3 ビジターカウンターの設置がされているため、
本市要求事項を満たしており、事業計画ど
おりに運営していると判断できる。しかし、カウ
ンターは、来館者数ではなく通過者数を出す
だけなので、提案書にあるような「時間帯別・
月別・年単位での退館者数分析」にどこまで
つながるかが未知数な部分がある。
今後より実態に即した利用者サービスの向
上につなけてほしい。

3 3 館内BGMによる空間演出がなされて
いるため、本市要求事項を満たしてお
り、事業計画どおりに運営していると
判断できる。今後計画書にあったよう
に市民の来館動機となる仕掛けとして
のBGMも検討してほしい。

3 3 菅原施設でゴーヤのほか、花や野菜の栽培
を行っていることから、本市要求事項を満た
しており、事業計画どおりに運営していると判
断できる。今後は、子ども食堂以外にも参
加型の取り組みも実施してほしい。

3 3 テープラベル機貸出サービス、チラシ作成用
フォーマット提供など、提案内容が実施され
ていることから、本市要求事項を満たしてお
り、事業計画どおりに運営していると判断で
きる。今後より利用者目線に立ったサービス
展開を行ってほしい。

・有線放送、BGMセットリストを掲示するなど、館内BGMなどを用いて
憩いの空間を演出。

生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・創作利用者への影響を考慮し館内BGMは実施せず、企画展等でBGV/BGMを活用
・ティーンフラッシュVol.2「みんなで創ろう!この街の未来」展
大阪・関西万博（夢洲）大阪ウィーク枚方ブース（ギャラリーウェスト）展示作品巡回展示で
ワークショップ開催風景をBGVループ再生。8/6-19
・企画展「marron chantilly 展－アートバトル漫画 アフルと、その根源－」でBGMおよび
BGVを演出として効果的に実施。8/26-9/24
〈菅原〉
・市民の歓談や非定型のグループ活動の場となっているMOKU内にて、快適性向上のための
BGMを継続。

・植え付けや収穫までを体験できる参加型の緑のカーテンの実施。

生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・枚方市環境部より頂いたゴーヤの苗を活用し緑のカーテンを創作室２廊下で実施。7/1-
9/10
〈菅原〉
・センター・図書スタッフと市民で収穫を実施。収穫したキュウリとゴーヤを子ども食堂に提供。
図書館
〈菅原〉
・図書館南側出入口傍で「ゴーヤ」を栽培し、生育状況をSNSで発信。センターを介して「子ど
も食堂」で収穫・食材として提供。

生涯学習市民センターの設置目的等を踏まえた事務所サービスが具体的に提案されている（確認事項16）

・写真記録サービス、チラシ作成サービス、荷物受取サービスなど事務
所サービスの実施。

生涯学習市民センター
《共通》
事務所サービスを継続実施
・テープラベル機貸出サービス(9/15-10/14無料キャンペーン実施)
・チラシ作成用フォーマット提供　　ダウンロード 25件
・イベント利用向け宅配便受け取りサービス
〈御殿山〉
・利用伸び悩みのため、次年度図書館の貸出カウンターにて、事務所サービスを紹介する提案
型チラシを下期配布予定。地域住民への認知度向上と利用促進を図る。
・個展等開催時に案内はがき作成サービス実施。（上期3回）
・ポスター等大判プリントサービス実施。（上期48枚）
〈菅原〉
・写真記録サービスの一環として、スマホ、カメラ用の三脚、ライトを購入予定。
・テープラベル機貸出サービス無料キャンペーン期間中に利用実績1件。

・ガラス窓お絵かきプロジェクトの開催。

生涯学習市民センター
〈菅原〉
・花と虫5/17（ 参加者 21人 　定員親子6組）
・おばけと妖怪を描こう7/19 （ 参加者16人 　定員親子6組）
・11月、2月開催予定

・まちなか植物園について、摂南大学薬学部附属薬用植物園との連
携を構築し、植物と生活との「つながり」、薬用効能などの「まなび」を
共有できる空間の創出。

生涯学習市民センター
《共通》
・摂南大学薬学部付属薬用植物園から学術指導アドバイザーを招聘。
〈御殿山〉
・学術指導アドバイザーによる「苔テラリウムで楽しむクリスマス」11/16開催予定
〈菅原〉
・学術指導アドバイザーによる植物セミナーを開催。2月開催予定

図書館
〈御殿山〉
・3月に植物特集主題コーナーを設けて案内を掲示予定。
〈菅原〉
・生涯学習市民センターで展開されている「 まちなか植物園 : すがわら植物部 」に連携し、季
節ごとに内容を変えて関連図書を常設展示。

・施設入口自動扉にビジターカウンターの設置を検討し、運営状況の
把握から施設全体の来館者増加を推進。

生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・昨年度より、ロビー出入口2か所にカウンターを設置し、
日々のロビー利用者数やイベント来館者数のカウントに活用。
・６月開催の「御殿山フェスタ」で手動カウントと自動カウントの差異から3.5係数を導き出した。
今後は各事業で今回導き出した係数を活用し来館者数を正確に自動で記録する。
〈菅原〉
・玄関にカウンターを設置を継続。数値は毎日記録し、施設全体の利用人数や、ロビー利用者
の分析資料として活用。

ロビーを含む生涯学習市民センター全体の利用者数の増加に向けた取組みが具体的に提案されている（確認事項15）

・季節の装飾を施し、市民とのコミュニケーションを創出。

生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・毎月、季節感のある装飾を更新しており、今年度はミャクミャク折り紙も登場し利用者の方から
作り方についての質問やご好評の声を多くいただいている。
利用者アンケートより:事務所前の折り紙が可愛らしい。折り方の説明プリントがあればよいと思

季節の装飾を実施したり、万博の開催
に合わせた事業とするなど、季節感あ
る環境づくりに努められたため、市要
求事項を満たしており、事業計画どお
りに運営していると判断できる。
利用者増につながる事業展開を進めて
ほしい。〈菅原〉

・１階ロビーに季節の装飾（MOKUの木）継続。
・ものがたりワークショップ「絵本の読み聞かせと工作『折り紙でバラをつくろう』」で作った市民の作
品を2Fロビーの装飾として使用。
・図書館と連携し、鯉のぼりや、七夕の短冊のデコレーションを市民参加型で実施。
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3 3 利用者ニーズに沿った修繕等を行っているこ
とから、本市要求事項水準は満たしていると
判断する。
今後、諸室等も積極的に改修・改善を行っ
てほしい。

3 3 施設全体に居心地の良い環境づくりに努め
られているため、本市要求事項を満たしてお
り、事業計画どおりに運営していると判断で
きる。
中間モニタリングでも記載した通りであるが、
計画書にあった１階ロビーの居心地のよい
空間づくりに取り組んでいただきたい。

3 3

3 3 御殿山については、図書館システムから抽出
したデータを活用したチラシの配布を確認で
きたもので、本市用事項水準を満たし、事
業計画通りに運営されていると判断できる。
取組みの効果検証にも努められたい。菅原
図書館においてもデータを活用したチラシの
配布を検討していることから、下期にはチラシ
配布の効果検証にも努められたい。

3 3 御殿山については聞き取り調査の実施が確
認できたもので、本市要求事項水準を満た
し、事業計画どおり運営されていると判断で
きる。聞き取りアンケートの場所については、
他の場所での実施も検討されたい。菅原に
ついてはアンケート実施場所を具体的に検
討しており、適切に実施されることを期待す
る。

3 3 両施設ともにユニバーサルガイド等の取り組
みが確認できたもので、本市要求事項水準
を満たしており、事業計画通りに運営されて
いると判断できる。適宜更新に努められた
い。

・アクセシビリティに配慮し、利用方法をホームページや動画コンテンツ
で配信するほか、ホームページからユニバーサルガイド（バリアフリーガイ
ドブック）をダウンロードできるコンテンツを用意し、障害者の方が安心
して利用できるサービスを提供。

図書館
《共通》
・ホームページより利用方法の動画コンテンツの配信とユニバーサルガイド（バリアフリーガイドブッ
ク）のコンテンツを設置済し障害者の方が安心して利用できるサービスを提供している。
・利用方法の動画コンテンツは、御殿山図書館にICタグが導入されるのを待って更新予定。
（2月予定）

〈菅原〉
・主特集:(成人）1か所（月2回入れ替え）-（児童）1か所（月2回入れ替え）
・主ミニ特集:（菅原所蔵分）:（成人-児童）1か所（月2回入れ替え）
・おはなしの玉手箱:（児童）1か所（月2回入れ替え）
・ミニ:（成人-児童-主催事業関連）4か所～5か所（月2回～1回入れ替え）
 の展示実施。
上期実績　総合:　成人:計32回　児童:計45回
・常設展示:同じ「テーマ」で少しづづ内容に変化を加えながら継続的に本を展示
　し紹介。:おすすめYA-幼年文学-赤ちゃんにおすすめ本-りんごの棚-いろいろな本
・センター連携:菅原植物部　季節ごとに内容を入替て展示実施。

・未利用者地区へのアプローチとして、図書館システムのエリア別利用
者統計機能を活用し、利用率の低い地区へポスティングを強化。

図書館
〈御殿山〉
・エリア別利用統計機能を活用して、チラシの配布。9/12～9/18 3,660部。
Licsでの住所別利用登録者数統計より、新規登録者数を抽出。新規登録者の登録者数の
増加につなげるようにしている。新規登録者　上期実績　17人。
〈菅原〉
・エリア別利用統計機能を活用して、11月下旬チラシ配布を実施予定。

・商業施設や商店街等でのイベント案内や図書館を利用していない
市民へのアンケート調査を行い、図書館の利用を促進。（年1回以
上）

図書館
〈御殿山〉
・御殿山神社の夏祭（7/26）の開催に合わせ、図書館の案内を配布しながら参拝者の方か
ら図書館について5名の方と懇談をおこない、聞き取りアンケートを実施。2人の方から「もっと新
刊を増やしたら、魅力ある図書館になると思う」、「9時まで開館していることを知らなかった。仕事
の帰りに寄れるので、利用させてもらう」とのご意見をいただいた。
・渚商店会と連携し聞き取りアンケートを11月に実施予定。
〈菅原〉
・近隣の商業施設において、菅原図書館の案内をおこないながら非来館者アンケートを11月下
旬に実施予定。

図書館の新規登録者を増やすための取組みが提案されている（確認事項18）

・鮮度の高い情報発信として、展示ディスプレイのデザイン技術も活か
し、２週間のサイクルでテーマ展示を企画するとともに、展示図書の一
覧表の配布や、ホームページ・SNSからの発信を行う（通年）。

図書館
《共通》
館内複数個所で展示を実施。利用者アンケートで常に「展示特集コーナーが好き」との回答を
複数いただいている。
展示を変えるごとにHPで一覧表配布、ホームページ・SNSで情報を発信している。
※別紙参照

集コーナーは両施設ともに工夫を凝らした
テーマ設定がされており、適宜入れ替えも行
われており、HP等でも情報発信されているこ
とから、本市要求事項水準を満たしており、
事業計画どおりに運営されていると判断でき
る。

特集コーナーは、利用者にとって新たな知識
や、思いがけない本との出会いのきっかけの
ひとつとなる場所であり、引き続き鮮度を保
ちながらの取組みに期待する。

〈御殿山〉
・総合1か所（月2回入れ替え）、児童向け1か所（2か月ごと入れ替え）、YA向け１か所
（月1回入れ替え）の展示実施。
上期実績　総合:成人:計34回　児童:計26回

生涯学習市民センターの魅力アップのための施設・備品等の改修・改善に向けた取組について具体的なアイテアが提案されている（確認事項17）

・施設の特徴を深堀し「中庭と一体的なギャラリー」へ進化を目指した
照明設備の更新や大型ガラスにフィルム施工といった御殿山施設にお
ける改修・改善。

〈御殿山〉
・大型ガラスフィルム施工（R5年度実施済）
・ギャラリーカーペット全面貼替（R5年度実施済）
・美術関連の寄贈書籍用本棚の設置（R6年度実施済）
・展示斜台２台購入（R6年度実施済）
・調光スポットライト２台増設（R6年度実施済）
・ギャラリー（ロビー）設置のテーブル4台・イス8脚の更新（R7年度4月）
・受付カウンターガラスフィルム施工（R7年度8月～9月）
・受付カウンター劣化ボード張替（R7年度9月）

・エントランスロビーの緑があふれる空間や来館者の憩いの空間を演出
といった菅原施設における改修・改善。

〈菅原〉
・1階には観葉植物を設置し、机、ベンチの配置を変え、利用者に憩いの空間を提供。
・MOKUでは、落書きを消すなど、心地よい空間づくりの維持に努めた。
・1階、2階ロビーにてスタッフによる季節の装飾。
・水槽や植物の配置を見直し、視認性を高める工夫を実施。
・展示会の内容に応じて照明の位置や数を柔軟に調整するなど、通年を通じて空間演出に配
慮した取り組みを行った。

（ウ）改善提案（図書館）
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3 3 両施設ともに数値目標のを達成に向け、
様々な取り組みを展開していることから、本
市要求事項水準を満たしており、事業計画
どおりに運営されているものと判断できる。図
書館の基本的な業務に加え、様々なアプ
ローチでの事業展開に期待する。

3 3 スタンプラリーの実施を確認したことから、本
市要求事項水準を満たしており、事業計画
どおり運営されていると判断できる。両施設と
もにスタンプラリーは定着した事業で、図書館
への来館の動機づけのひとつでもあり、読書
活動推進に寄与していると判断できる。下
期に予定している事業についても効果的に
実施されることを期待する。

3 3 夜間時間帯の利用促進を図る「よるとしょ」
の実施を確認したもので、本市要求事項水
準を満たしており、事業計画通りに運営され
いると判断できる。開催頻度や定員の見直
しなど、引き続き効果的な事業展開に期待
する。

3 3 両施設tもに相互告知体制を構築しており、
施設一体となった情報発信を行っていること
を確認したもので、本市要求事項水準を満
たしており、事業計画通りに運営されていると
判断できる。

3 3 生涯学習市民C開催事業にあわせた事業
実施が確認できたもので、本市要求事項水
準を満たしており、事業計画通りに運営され
ていると判断できる。

3 3 SNSとデジタルサイネージを連動させた情報
発信を確認したもので、本市要求事項水準
を満たしており、事業計画通りに運営されて
いると判断できる。

・生涯学習市民センター開催事業に関連した図書紹介を会場等で
実施。

図書館
《共通》
・センター主催のイベントに合わせて、電子図書館特集を開催。
〈御殿山〉
・美術センターや大阪府下の美術展のテーマに関連した図書を特集として常時展示。
4月　世界の人城、5月　国宝、6月　書に親しむ、7月　西洋絵画の見方、8月　落語、
9月　竹下夢二の世界
〈菅原〉
・生涯学習市民センター「すがわら植物部」に連携した特集展示（常設）
・すがわら植物部「春の植物たち」4/1～5/31「夏の植物たち」6/1～8/31
「秋の植物たち」9/1～11/30実施予定。「冬の植物たち」12/1～2/28実施予定。
「春の植物たち」3/1～3/31実施予定。
・ガラス窓に絵を描こうに連携「花と虫」  5/16～5/31 「ゆうれい・ようかい」 7/1～7/19　・七
夕飾り「ほしに願いを　七夕」7/1～7/7
・ものがたりワークショップ「花とおりがみ」  6/2～6/22

図書館の魅力アップのための施設・備品等の改修・改善に向けた取組みについて、具体的なアイテアが提案されている（確認事項20）

・SNSとデジタルサイネージを連動させた図書館と図書館利用者の連
携による双方向での情報発信。

図書館
《共通》
・デジタルサイネージを閲覧室に設置済。
・イベントでのアンケートなど参加者の許可を得てサイネージに掲載し、双方向の情報発信を行っ
ている。
・SNSに掲載した「新刊図書」や「開催イベント」などの情報を表示している。
〈御殿山〉
上期
HP投稿　79件、　X投稿　101件、Facebook　92件、Instagram　53件、Note　15件
〈菅原〉
上期
HP投稿　235件、　X投稿　502件、Instagram　79件
〈御殿山〉
・利用者のご意見をサイネージに掲載し、図書館からの回答を掲載し、双方向の情報発信を
行っている。
・イベント参加者へＱＲコード付きのアンケートを手渡し、専用フォームよりご意見をいただいてい
る。

《共通》
・「秋のとしょかんスタンプラリー2025」　10/25～11/9　実施予定。
〈菅原〉
・冬のスタンプーラリー
12/24～1/8　実施予定。

・18時以降に実施するワークショップや講演会など、「よるとしょ」の実施
による夜間時間帯の利用促進。

図書館
〈御殿山〉
・「よるとしょ　はじめての大人レジン　レジンでチャームを作ろう」　5/31
（参加者6人 定員6人）
・「よるとしょ　はじめての大人レジン　傘マーカ―を作ろう!」　11/15実施予定（定員6人）
・「よるとしょ　はじめての大人レジン」　12月実施予定（定員人8人）
〈菅原〉
・「よるとしょ星空教室　春の星座」5/31（参加者 3名 定員 10名）
・「よるとしょコーヒー珈琲入門講座」6/28（参加者 10名 定員 10名）
・「よるとしょ星空教室　夏の星座」8/30（参加者 11名 定員 10名）
・「よるとしょ星空教室　秋の星座」10/25実施予定。
・「よるとしょ星空教室　冬の星座」2/28実施予定。
・「よるとしょ珈琲入門講座」2月実施予定。

・生涯学習フロアへの新着図書案内やイベント情報の掲示するととも
に、図書館内にも生涯学習コーナーを設置するなど、相互告知体制
を構築し、施設一体となった情報発信への取り組み。

図書館
《共通》
・生涯学習市民センターロビーにて、常時、新着図書のコピーやイベントポスターを貼りだした掲
示板を設置。
・生涯学習市民センターのイベント案内ポスター・チラシを図書館内にて掲示・配布。

図書館の来館者を増やし、貸出冊数を増やすための取組みが提案されている（確認事項19）

・数値目標:貸出冊数と来館者数について第一期指定管理期間最
終年度である 2022 年度実績を基準として第二期指定管理最終
年度に 5％増達成する。

図書館
〈御殿山〉
・2022年度実績を基準数値:貸出冊数:182,000冊　利用者数:54,000人
・2025年度　数値目標:貸出冊数:187,460冊　利用者数:55,620人
・上期実績　貸出冊数:87,183冊　　利用者数:25,475人
〈菅原〉
・2022年度実績を基準数値:貸出冊数:294,000冊　利用者数:94,000人
・2025年度　数値目標:貸出冊数:302,820冊　　利用者数:96,820人
・上期実績　貸出冊数:147,725冊　　利用者数:47,424人

・図書館へ通う動機づけ、貸出促進につながるスタンプラリーの実施。

図書館
《共通》
・「４館合同　春のスタンプラリー」　4/23～5/31
〈御殿山〉（参加者　400人　フリー参加）
〈菅原〉（参加者　404人　フリー参加）
図書館
〈御殿山〉
・「ごてんやまとしょかんビンゴ!」スタンプラリー
7/19～9/15　（参加者300人　フリー参加）
〈菅原〉
・すがわら夏まつり2025「おばけちゃんくじを引こう!」スタンプラリー
7/18～8/6　（参加者　806人　フリー参加）
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3 3 両施設ともに「動く絵本」の提供を確認でき
たもので、本市要求事項水準を満たしてお
り、事業計画通りに運営されていると判断で
きる。引き続き利用促進に向けたPRを積極
的に行うとともに、コンテンツの増加にも努めら
れたい。

3 3 書籍除菌機の設置を確認したことから、本
市要求事項水準を満たしており、事業計画
通りに運営されているものと判断できる。引き
続き利用者にとって図書館を快適に利用で
きる環境整備に努められたい。

3 3 利用者に配慮した書架表示を確認したこと
から、本市要求事項水準を満たしており、事
業計画どおり運営されているものと判断でき
る。
利用しやすい環境整備が図られていることは
評価できる。引き続き利用者の立場から施
設の状況を確認し、適宜適切な対応を図ら
れることを期待する。

3 3 利用者懇談会の開催は、両施設とも企画
中であることを確認した。図書館として利用
者と直接向き合うものとして評価でき、今後
の図書館運営への反映にも期待でき、本市
要求事項水準を満たしており、事業計画通
りに運営されているものと判断できる。

3 3 パスファインダーの作成とHPでの公開を確認
したもので、本市要求事項水準を満たしてお
り、事業計画通りに運営されていると判断で
きる。新たなパスファインダーの作成に加え、
既存のものの更新にも努められたい。

3 3 レファレンス事例の共有は施設全体のスキル
アップに有効であり、本市要求事項水準を
満たしており、事業計画通りに運営されてい
ると判断できる。下期に実施を予定している
研修も効果的に実施されるよう努められた
い。

3 3 書架担当制度は担当書架の蔵書に係る選
書も含めたもので効果的に実施されており、
本市要求事項水準を満たしており、事業計
画通りに運営されていると判断できる。レファ
レンスの腕章着用も、利用者への認知度を
高める機会の創出のひとつであり、引き続い
ての取り組みに期待する。

3 3 レファレンス認定制度の導は、スタッフのモチ
ベーション向上につながるもので、本市要求
事項水準を満たしており、事業計画通りに
運営されているものと判断できる。継続して
取組まれ、「★」の取得者については「★」数
を増やすことに加え、新たに「★」を取得する
職員を増やすようにも努め、館全体でのレ
ファレンススキルの向上が図られていくことに期
待する。

3 3 図書館活用講座の開催は、図書館が課題
解決に活用できる施設であるとの認知度を
高める取組みとして、評価できるもので、本
市要求事項水準を満たしており、事業計画
通りに運営されているものと判断できる。両
施設ともに下期に実施を予定している事業
について、実施済の館から情報収集を行うな
どし、効果的な事業となることを期待する。

・レファレンススキル検定制度導入によるスタッフのスキルアップ・モチベー
ション向上、利用者満足度の向上。

図書館
《共通》
・レファレンス認定制度の仕組みとして、定期的なスキルアップ研修を行っている。
・スタッフのレファレンススキル状況に応じて、★１つから★５つまでの社内検定を受ける。社内検
定に合格したスタッフの人札に★印を記載。

・利用者のセルレファレンス能力の向上を図る取り組みの一環として、
図書館の使い方講座を開催。

図書館
《共通》
セルフレファレンス能力の向上として、パスファインダー、商用データベースを用意している。
〈御殿山〉
・「電子図書館の使い方・図書館の活用講座」を、9/27に実施予定。わかりやすい検索の方
法を記載した「図書館マスターになろう」の説明冊子を作成済み。
〈菅原〉
・「電子図書館やさしい使い方説明会」下期実施予定。
・「図書館の使い方講座」下期実施予定。
・「ルーラル電子図書館の使い方講習会」下期実施予定。

利用者の課題解決を支援するレファレンスサービス等について具体的なアイテアが提案されている（確認事項21）

・利用者ニーズに応じたパスファインダー のを作成し、紙媒体だけでなく
貸出用のタブレット端末やホームページからでも閲覧できるようサービス
を展開と、パスファインダーは紙媒体だけではなく、貸出用のタブレット
端末やホームページからでも閲覧できる仕組みづくり。

図書館
《共通》
・半期ごとに各館において一回作成。
印刷したものを各館内に設置し配布するほかに、図書館ホームページや館内で利用できる貸出
用iPadに掲載。今後も継続的に更新を実施。
〈御殿山〉
・「国宝」　9月作成。
・「画材・画法について調べる　改訂版」　9月作成。
〈菅原〉
・「音楽」　9月作成。
・「紅茶を楽しむ 改訂版 」　4月作成。

・利用者の多様な相談に対応するスキルアップとして、ケーススタディに
よるロールプレイング式のレファレンス研修の実施。

図書館
《共通》
・毎月の全体会議で、実際のレファレンス事例を共有している。
・ロールプレイング式の研修は2月に実施予定。

・書架担当制度に加え、レファレンス担当の配置及び腕章着用。

図書館
《共通》
・各スタッフ担当の書架を分担。それぞれの担当の選書・整理等を行っている。
・レファレンス担当者は腕章を着用し、利用者が何か問い合わせ等を行いたいときに誰に声をか
ければ良いかわかりやすいようにしている

・書籍除菌機を2台設置。

図書館
《共通》
・各館に２台の設置済。
〈御殿山〉
・上期　使用回数累計　合計3,196回。
〈菅原〉
・上期　使用回数累計　合計6,418回。

・書架サインや案内板を更新するなど、利用者にとってわかりやすい館
内案内の実施。

図書館
《共通》
・利用者がわかりやすいように、書架表示を随時変更済み。
〈御殿山〉
・随時、案内ポップを追加。
〈菅原〉
・随時、著者人の見出しサイン等を更新。

・利用者の意見を反映する図書館懇談会の実施。

図書館
〈御殿山〉
・「図書館懇談会」　12月実施予定。
〈菅原〉
・「図書館懇談会」　11/10実施予定。

・図書館のWi-Fi環境の整備や、利用者所有のスマートフォンや図書
館より貸出するタブレット端末での「電子雑誌」や「うごく絵本」などのオ
リジナルコンテンツの無料提供。

図書館
《共通》
・オリジナルコンテンツ「動く絵本」は提供済み。利用者所有のスマートフォンで閲覧できるようQR
コードを館内に掲示。Wi-Fi環境を整備済み。
・「動く絵本」8月末使用回数
〈御殿山〉　23回
〈菅原〉
・みどりのとしょしつに（リノベーションコーナー）に何時でも利用できるように設置。個別統計は
取っていない。
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3 3 商用データベースの設置は本市要求事項水
準を満たしており、事業計画どおりに運営さ
れているものと判断できる。商用データベース
は利用者の抱える課題によっては有用なツー
ルであるため、どのような課題にはどのデータ
ベースを使えるかなど、事例紹介も含め、利
用者に広く周知する取組みの充実に期待す
る。利用者数が少ないため、ニーズの調査を
行うなどし、データベースの入れ替えや追加な
ども検討されたい。

3 3 両施設とも地域コンサートを実施予定のた
め、本市要求事項を満たしており、事業計
画どおりに運営していると判断できる。

3 3 両施設とも「もっと知りたい枚方市の取り組
み」事業の実施を予定しているため、本市要
求事項を満たしており、事業計画どおりに運
営していると判断できる。

3 3 日本語・多文化共生教室を実施しているこ
とから、本市要求事項を満たしており、事業
計画どおりに運営していると判断できる。

3 3 両施設とも人形劇関連事業を予定している
ことから、本市要求事項を満たしており、事
業計画どおりに運営していると判断できる。

3 3 摂南大学と連携した講座を開催予定。

市民が等しく「まなび」の機会を共有できる環
境の整備
として、ネット回線でつないで他の3館をサテ
ライト会場として配信していることから、本市
要求事項を満たしており、事業計画どおりに
運営していると判断できる。
ネット配信については、週客が図れるよう実
施内容や周知手法などを引き続き検討され
たい。

3 3 両施設とも活動委員会事業を実施予定で
あることから、本市要求事項を満たしており、
事業計画どおりに運営していると判断でき
る。

3 3 両施設とも実行委員会事業を実施予定で
あることから、本市要求事項を満たしており、
事業計画どおりに運営していると判断でき
る。

3 3 両施設とも地域連携事業の実施を確認し
ているため、本市要求事項を満たしており、
事業計画どおりに運営していると判断でき
る。
今後も地域との連携を深めるための事業を
積極的に企画・開催いただけることを期待す
る。

・活動委員会事業の実施。また、事業開催日に、最寄り駅から施設
までの間における送迎サービスの検討。

生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・活動委員会事業の事業を事務局として実施。
「第37回作品合同展」にあわせて　10/19 10～14時 15分毎駅⇔センター
ジャンボタクシー送迎サービス実施予定。
〈菅原〉
・活動委員会事業事業と活動委員会陶芸部会の事務局として実施。
・送迎サービス実施に向け活動委員会の定例会で調整中。

・実行委員会事業の実施。

生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・「第27回御殿山フェスタ」開催。　6/14-15　来場者数3,873人
・「第37回作品合同展」実施。10/14～19会期を4日から6日間に延⾧して開催予定
〈菅原〉
・「すがわらサークル発表会」開催。10/26 予定

・地域連携事業の実施し、地域共創の取り組みの推進。

生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・地域連携事業 子ども向けワークショップ　キテミテ中之島2025 in 御殿山
　4/29（参加者15人定員設けず）
・渚商店会・活動委員会と連携し「商店会ご案内、御殿山界隈健康ウォーク」11/26開催予
定
〈菅原〉
・「すがわらサークル発表会」にてあい・ふぁ～む（株式会社プリム）臨時出店予定。
・子ども食堂と連携し、センターで収穫した野菜を調理し子どもたちに提供。
・防災Sowing（枚方市・寝屋川市を中心に活動する防災団体）に自主事業「救命入門
コース」の講師依頼。11/7予定

・日本語・多文化共生教室といった社会教育事業の実施（菅原施
設）。

生涯学習市民センター
〈菅原〉
・日本語よみかき教室
　毎週火曜午前・土曜午後実施。

・人形劇関連事業の実施。

生涯学習市民センター
《共通》
・サンサン人形劇場を実施。
〈御殿山〉
・第379回「サンサン人形劇場」を1/18実施予定
〈菅原〉
・第380回「サンサン人形劇場」実施。2/15予定

・地域の大学との連携したマナビスト講座の実施。また、ネット回線で
つなぐことで両施設の市民が等しく「まなび」の機会を共有できる環境
の整備。

生涯学習市民センター
《共通》
・「ひらかた独歩ふぁーむさんに学ぶ 家庭菜園セミナー～秋冬野菜の作り方～」9/11
楠葉会場　(参加者37人　定員36人)
御殿山サテライト会場（参加者5人　定員30人）
菅原サテライト会場（参加者8人　定員30人）
津田サテライト会場（参加者4人　定員30人）
〈御殿山〉
マナビスト講座『もっと知りたい枚方ゆかりの美術家たち 「近藤尺天と浪華の文人たち」』
5/18（参加者40人定員30人）
・マナビスト講座『もっと知りたい枚方ゆかりの美術家たち 「キョウソンさんとぐるり—周辺からみた
矢野橋村と大阪美術学校」』6/1（参加者23人定員30人）
〈菅原〉
・マナビスト講座摂南大学連携予定。

（エ）事業提案（生涯学習市民センター）

生涯学習市民センターの設置趣旨等を踏まえ、生涯学習市民センターの活性化や利用者数の増加につながるような自主事業が具体的に提案されている（確認事項22）

・地域コンサートシリーズの実施。

生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・アトリエ美術館で廃材を使用したコンサートを地域コンサートとして実施予定（1月）
〈菅原〉
・地域コンサート「昭和100年 語り歌と心に優しい舞で綴るひととき」　11/29予定

・生涯学習講座「もっと知りたい枚方市の取り組み」の実施により、現
役世代や子ども世代への働きかけの強化。

〈御殿山〉
・生涯学習講座下期実施予定
〈菅原〉
・もっと知りたい枚方市の取り組み「粗大ごみのインターネット予約とごみの分別方法」11/27予
定

・商用データベースと専用パソコンを導入し、利用者自身が自己調査
できる環境の整備。

図書館
《共通》
・商用データベースと専用パソコンを設置済。
〈御殿山〉
・官報情報検索サービス。
上期利用実績　利用者4人。
〈菅原〉
・農文協「ルーラル電子図書館」。
・官報情報検索サービス。
上期利用実績　利用者2人。
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3 3 Instagram「まなびのタネ」が公開されてお
り、WEBを活用したコンテンツが展開されて
いることから、本市要求事項を満たしており、
事業計画どおりに運営していると判断でき
る。
フォロワー数については、より増やして発信力
が向上するように努められたい。

3 3 菅原では、折り紙教室の動画配信を予定し
ていることから、本市要求事項を満たしてお
り、事業計画どおりに運営していると判断で
きる。
令和６年度に実施できていない御殿山の
工作教室についても、令和７年度確実に実
施いていただきたい。

3 3 両施設とも、センターと図書館の連携事業を
4回以上実施していることから、本市要求事
項を満たしており、事業計画どおりに運営し
ていると判断できる。

本を通して「まなび」や「つながり」を体験でき
る取り組みとして、様々なアプローチから事業
を実施したことは、本市要求事項水準を満
たしており、事業計画通りに運営されていると
判断できる。

3 3 ビジネスセミナー実施を確認、本市要求事
項を満たしており、事業計画どおりに運営し
ていると判断できる。

3 3 夜の時間帯を活用した事業の実施を確認。
本市要求事項を満たしており、事業計画ど
おりに運営していると判断できる。

3 3 人や自然と「つながる」をコンセプトにした活
動を確認。本市要求事項を満たしており、
事業計画どおりに運営していると判断でき
る。

3 3 初心者向けの実技講座を確認したことから、
本市要求事項を満たしており、事業計画ど
おりに運営していると判断できる。

・年３回以上、初心者向けの実技講座の実施。

生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・実技講座 OPEN ATELIER「‟物語”をひらく」 シルクスクリーンでアートフラッグをつくる
　5/31、6/28、7/26、8/30、9/27（全5回）（参加者8人定員10人）
・実技講座 OPEN ATELIER「"つくる”をひらく」7/19、8/2、8/9、8/23（全4回）
　（延べ参加者44人延べ定員100人）各回個別参加可
・実技講座 OPEN ATELIER「ほって、つくって、たべる。」9/20～実施予定（全4回）

・夜の時間帯を活用した各種創作講座や創作室の個人利用につい
ての企画を行うなど、施設の特性を活かした利用促進の実施（御殿
山）。

生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・OPEN ATELIER 「“つくる”をひらく」ワークショップ　8/9、23　夜間開催　延べ19人参加
・「‟物語”をひらく」 シルクスクリーンでアートフラッグをつくる5/31、6/28、7/26、8/30
　夜間開催（参加者8人定員10人）

菅原施設のコミュニティスペースMOKUを活用した事業について、具体的に提案されている（確認事項26）

・人や自然と「つながる」をコンセプトに事業を実施。

生涯学習市民センター
〈菅原〉
・MOKUにて季節の折り紙教室を定期的に開催。（年3回予定）
・こども食堂の子どもたちと一緒に野菜を種まき、収穫を実施。収穫した野菜をこども食堂で調
理し食事を提供。
・1階カフェにてすがわら植物部で収穫した花を飾る予定。1階カフェとは調整済み。

御殿山生涯学習美術センターの展示ケース等を用いた展示事業をはじめ、様々な美術事業が、具体的に提案されている（確認事項27）

・子どもや家族で楽しめたり、本を通して「まなび」「つながり」を体験でき
る事業の年４回以上の実施。（「ほんのへや」、「ものがたりワーク
ショップ」など）

生涯学習市民センター・図書館
〈御殿山〉
・「春のスタンプラリーひらかた絵本まつり」4/23～5/22（参加者400人　フリー参加）
・「みんなでこいのぼりをかざろう!」4/23～5/12（参加者106人　フリー参加）
・御殿山フェスタ「北堀江音読教室のおはなしライブ」6/14　(参加者41人　フリー参加）
・御殿山フェスタ「へい　いらっしゃい!おすしやさんごっこ」6/15 (参加者59人　フリー参加）
・御殿山フェスタ「ほんのへや」6/14～6/15（103冊の貸出）
・関西万博展示巡回展8/15～8/22
・「秋のとしょかんスタンプラリー2025」 10/25～11/9　実施予定。
・ごてんやま図書館司書体験　12/6　実施予定。

〈菅原〉
・「こいのぼりをつくろう（おはなし会スペシャル）」（参加者19人　フリー参加)
・「春のスタンプラリーひらかた絵本まつり」4/23～5/22（参加者404人　フリー参加）
・「ガラス窓に絵を描こう　花と虫」 5/18(参加者13人　定員親子6組）
・ものがたりワークショップ「おりがみでバラをつくろう」のブックトークと工作6/8（参加者
  20人　フリー参加)
・七夕飾り6/25～7/7　(短冊参加者477人　フリー参加)
・「ガラス窓に絵を描こう　おばけとようかい」 7/19 (参加者16人 　定員親子6組）
・すがわら図書館司書体験　就学前7/26  (参加者11人  定員子ども5人・保護者同伴
可）
　小学校低学年7/26  (参加者10人  定員子ども5人・保護者同伴可）
　高学年7/26・27 (参加者2人  定員:子ども5人・保護者同伴可）
・AIロボット プログラミング体験教室8/10　(参加者7人  定員子ども10人）

・ほんのへや11/8　実施予定。
・「秋のとしょかんスタンプラリー2025」 10/25～11/9実施予定。
・「ガラス窓に絵を描こう　動物園」11/15実施予定。
・「ガラス窓に絵を描こう　宇宙」1/24実施予定。

生涯学習市民センターの夜間の利用者数の増加に向けた事業等が具体的に提案されている（確認事項25）

・ビジネスセミナー、夜間時間帯に活動する団体の多い音楽ダンスサー
クル向け発表会の企画といった現役世代、若者世代向けのイベント、
セミナーの実施(菅原)。

生涯学習市民センター
〈菅原〉
・夜間のビジネスセミナー「社会人として知っておきたいお金の話」6/18（参加者13人　定員
30人）
・ダンスサークル向け「ショート動画撮影会＆交流発表会」10/18予定
・夜間事業「救命入門コース」11/7予定

ウィズコロナの観点から、SNS・動画配信サービス等を活用した具体的な事業が提案されている（確認事項23）

・ＷＥＢを活用した多様なコンテンツの展開。

生涯学習市民センター
《共通》
生涯学習情報提供のためInstagram「まなびのタネ」を公開。枚方まなびつながりプロジェクト4
施設共通のSNSアカウントを立ち上げ、写真や動画などのコンテンツ配信を行うことで施設利用
の少ない子育て、現役世代へのアプローチを実施。新規利用者拡大を図っている。
コンテンツ投稿　58
インプレッション　24,861
フォロワー　264

・大人のぬり絵倶楽部やこども工作教室といったデジタルとリアルの連動
事業の実施。

生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・学術指導アドバイザーによる「苔テラリウムで楽しむクリスマス」11/16開催予定
　制作コンテンツを配信予定。
〈菅原〉
・ぬり絵を、以前から定評のある折り紙教室に変更。定期的に開催し、その後、Instagram公
式アカウント「まなびののタネ」で動画配信予定。
・家庭菜園セミナーのサテライト会場として開催。9/11（参加者8人）

生涯学習市民センターと図書館との施設連携事業の実施について、具体的に提案されている（確認事項24）
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3 3 アトリエ美術館活動を予定しているため、本
市要求事項を満たしており、事業計画どおり
に運営していると判断できる。

3 3 アートフラッシュ事業を予定していることを確
認したため、本市要求事項を満たしており、
事業計画どおりに運営していると判断でき
る。

3 3 ロビー企画展として「大阪・関西万博関連展
示」や「没後60年記念 矢野橋村展」を積
極的に実施し、外部から作品を借用するな
ど、展示内容も工夫を凝らし提案以上に取
り組まれたことを評価する。

3 3 枚方市美術推進委員協議会委員等のアド
バイスを事業に反映しているため、本市要求
事項を満たしており、事業計画どおりに運営
していると判断できる。

3 3 陶芸ワークショップの実施を予定していること
から、本市要求事項を満たしており、事業計
画どおりに運営していると判断できる。

3 3 活動委員会（陶芸部会）と連携した事業
の実施を予定していることから、本市要求事
項を満たしており、事業計画どおりに運営し
ていると判断できる。

3 3 読書活動推進ボランティアとの連携によるお
はなし会の実施を確認したもので、本市要
求事項水準を満たしており、事業計画通り
に運営されていると判断できる。

3 3 ブックスタートコーナーの設置を確認したことか
ら、本市要求事項水準を満たしており、事
業計画どおりに運営されているものと判断で
きる。
配架している図書については、資料の状態に
留意され、更新が必要なものについては、適
宜更新されたい。

3 3 両施設ともに実施、または実施予定であるこ
とを確認したもので、本市要求事項水準を
満たしており、事業計画どおりに運営されて
いるものと判断できる。おはなし会の開催に
あわせ、英語多読絵本や電子図書館の英
語多読コンテンツの紹介も実施されたい。

・乳幼児の読書のきっかけとなる「ブックスタート事業」を保護者等に働
きかける取り組みとして、コーナーの設置、ブックリストの配布。

図書館
《共通》
・乳幼児向けの「ブックスタート・コーナー」を児童コーナーの一角に設置。
〈御殿山〉
・ブックスタートコーナーは、設置済。より子どもたちが使いやすくなるように、フロアマットを設置中。
・ブックスタートコーナー利用者が図書を借りやすいように、図書展示用のブックトラックを常時設
置。
・ちしきのひろば、子ども特集展示　常時開催中。
〈菅原〉
・リノベーションスペース（みどりの図書室）にコーナーを設置。
・赤ちゃんにおすすめ本特集（常設）。
・幼年文学特集（常設）。
・児童向けブックリストを配布。

・日本語以外の言語を母語とする子どもたちや、世界に興味のある幼
稚園児や小学生に多言語おはなし会の開催。

図書館
〈御殿山〉
・「多言語おはなし会」　11/16　実施予定。　インドネシア語、スペイン語、日本語で多言語お
はなし会を実施予定。
〈菅原〉
・日本語・韓国語・英語によるおはなし会:すいかのおはなし会
　7/19（参加者20人 フリー参加）
・日本語・韓国語・英語によるおはなし会　2月実施予定。

・活動委員会（陶芸部会）や喫茶事業者と連携し、展示企画など
を共同開催。

生涯学習市民センター
〈菅原〉
・活動委員会陶芸講座追加募集に事務局として助言、協力。
・すがわら陶芸展を開催予定。
・陶芸部会作品を使用し、1階カフェに花を飾る予定。1階カフェ・陶芸部会とは調整済み。

（オ）事業提案（図書館）

図書館子ども読書活動推進計画の趣旨に沿った子ども向けの事業が提案されている（確認事項29）

・読書活動推進ボランティアとの連携。

図書館
〈御殿山〉
・ボランティア団体　月曜会とともに、おはなし会を実施。ひらかた絵本まつりおはなし会4/29
（参加者　27人）、なつのおはなし会7/19（参加者　24人）、冬のおはなし会12月実施
予定。
〈菅原〉
・読書ボランティアによる夏休みのおはなし会  7/22（参加者5人 フリー参加）

・展示スペースには、年間を通して美術工芸品が展示されている状態
となっているか。

生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・来館のたびに新しい展示に触れて頂けるよう、ギャラリー個展、ロビー展、その他企画展を開催
した。
（上期　企画展　5回　ロビー展　4回　個展　4回）
利用者の声より　「いろんな企画展があって楽しい」「来るたびに展示が変わって新鮮」

昨年度に引き続き、多くの展示を実施。特に今年度は、ロビー企画展として「大阪・関西万博
関連展示」や「没後60年記念 矢野橋村展」を上期に開催。これらの展示では、万博への機運
を高めるとともに、市内外の関連施設や地域住民の皆さまから貴重な作品をお借りするなど、地
域に根ざした取り組みを展開し、展示内容の一層の充実を図りました。

・枚方市美術推進委員協議会委員・招へいする美術アドバイザーの
アドバイスを事業に反映しているか。

生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・「企画展」、「アトリエ美術館」開催にあたり枚方市美術推進委員協議会委員・招へいする美
術アドバイザーのアドバイスを事業に反映している。

菅原生涯学習市民センターにおける利用者の作陶経験等に応じた各種講座等の実施について、具体的に提案されている（確認事項28）

・作陶経験に応じた講座や、子どもも参加できる親子講座など多様な
陶芸講座を年に１回以上実施。

生涯学習市民センター
〈菅原〉
・親子参加型の陶芸ワークショップを実施。2月予定
・陶芸部会連携し年2回陶芸教室を8月に開催。

・アートと市民や地域が「つながる展覧会」として、企画展「アトリエ美
術館」。

生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・アトリエ美術館Vol.29「副産物産展 」　下期開催予定
　御殿山商店会店舗に期間中街中アート展示予定

・アートフラッシュを企画し、若手・新鋭アーティストの成⾧や飛躍のきっ
かけとなるような支援の取り組みの実施。

生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・アートフラッシュvol.125　応募3件（10/1現在）　３月実施予定
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3 3 菅原については実施済で、御殿山は下期に
実施予定であることを確認したもので、本市
要求事項水準を満たしており、事業計画通
りに運営されていると判断できる。子ども司書
体験事業は、図書館への理解を深めるきっ
かけのひとつとして期待できるもので、引き続
き効果的に取り組まれることを期待する。

3 3 様々なテーマでの事業展開を確認したもの
で、本市要求事項水準を満たしており、事
業計画通りに運営されていると判断できる。
参加者が100人を超える事業もあり、下期
にも提案に沿った積極的な事業展開を期待
する。

3 3 展示コーナーの実施を確認したもので、本市
要求事項水準を満たしており、事業計画ど
おりに運営されているものと判断できる。常設
の特集展示については、鮮度を保つことにも
努められたい。

3 3 館内の読書環境を整え、過ごしやすい空間
づくりに努めていることを確認したもので、本
市要求事項水準を満たしており、事業計画
通りに運営されていると判断できる。快適に
館内で過ごす取り組みに加え、蔵書のメンテ
ナンスにも努められたい。

3 3 学校から申し込みのあった施設については、
学校訪問おはなし会を実施したことが確認
できたもので、本市要求事項水準を満たし
ており、事業計画通りに運営されていると判
断できる。下期に実施予定のものについても
適切に実施されたい。

3 3 学校訪問・図書館見学に加え、調べ学習
対応などを確認したもので、本市要求事項
水準を満たしており、事業計画通りに運営さ
れていると判断できる。下期に実施を予定し
ている事業についても適正に実施されたい。

3 3  コーナー設置とブックリストの作成を確認した
ことから、本市要求事項水準を満たしてお
り、事業計画通りに運営されているものと判
断できる。いずれも適宜内容の更新に努め、
鮮度を保つよう心掛けられたい。

・市内の小中学校×枚方市立図書館の連携事業

図書館
〈御殿山〉
・調べ学習で図書の提供。
・中学生の職場体験受入。
枚方市適応指導教室ルポ11/27～28実施予定（2年生）
・小学校の学校訪問おはなし会の実施。
　殿山第一小学校 3月予定（2年生）
・図書館見学の受入。
　殿山第一小学校 6/11実施。（2年生53人）
　禁野小学校 11/6予定（2年生70人）

〈菅原〉
・調べ学習で図書の提供。
・図書館見学の受入。
　田口山小学校11/19実施予定。
・中学生の職場体験受入。
　⾧尾中学校11/19～20実施予定。
　杉中学校1/29～30実施予定。

・ヤングアダルトコーナーの設置及びブックリストの作成。

図書館
〈御殿山〉
・YA向け特集コーナーの常設書架を設置。
・ブックリスト作成予定。
〈菅原〉
・YA向け特集コーナーの常設書架を設置。
・ブックリストを下期に作成予定。

・テーマ特集コーナーの設置など、調べ学習支援に向けた取組。

図書館
〈御殿山〉
・「ちしきの広場」として常時設置済。
・「夏休み宿題大作戦」7/19～8/31
〈菅原〉
・「赤ちゃんにおすすめ本」「幼年文学」 常設特集展示。
・「夏休み宿題大作戦」8/1～8/31

・子どもの読書環境を整備するなど、児童コーナーの充実。

図書館
〈御殿山〉
・子どものフロアに乳幼児向けのカーペットコーナーを設置し、絵本の読み物も充実を図っている。
〈菅原〉
・リノベーションスペース（みどりの図書室）にカーペットを敷いた靴脱ぎコーナを作り、乳幼児向
けの「ブックスタート・コーナー」も設置し充実を図っている。

・学校への出張読み聞かせやブックトークの実施、図書館見学・職場
体験・インターンシップの受け入れ。

図書館
学校訪問おはなし会
〈御殿山〉
・殿山第一小学校　3月予定（2年生）
〈菅原〉
・申込校なし。

・工作教室など子ども向けのワークショップの開催や、子ども向け福袋、
図書館グッズの記念品つきイベントなどの開催。

図書館
《共通》
※別紙参照。
〈御殿山〉
ワークショップ
・御殿山フェスタ「へいらっしゃいおすしやさんごっこ」6/14（参加者59人 フリー参加）
・夏の工作遊び「スノードームをつくろう」8/2（定員6人　参加者6人）
スタンプラリー・イベント
・「みんなでこいのぼりをかざろう!」4/23～5/12（参加者106人 フリー参加）
・「GO!GO!ごてんやまおたのしみくじ」6/1～7/18　（参加者　300人　フリー参加）
・七夕飾り6/24～7/7　（参加者129人　フリー参加）

〈菅原〉
・ペーパークラフトに挑戦!「車をつくろう」 8月末まで（参加者4人　フリー参加）
・ぬり絵に挑戦　 8月末まで（参加者118人　フリー参加）
・「月曜日も図書館へ行こう　赤ちゃんといっしょ」　幼児工作など。
第一月曜日（8月末まで 5回　参加者45人　フリー参加）
・星空教室「春の星座」「夏の星座」を実施。
　子どもと保護者・一般を対象（8月末まで2回　参加者14人　定員各回10人）
・春のスタンプーラリー4/23～5/22（参加者404人　フリー参加）
・夏のスタンプラリー「おばけちゃんくじを引こう」　7/18～8/24
（参加者806人　フリー参加）

・すがわら図書館司書体験
  ①4歳～6歳児:就学前➁小学1年生～3年生③小学4年生～6年生
　7/26～7/27 （参加者23人　各回定員子ども5人　保護者同伴可）
・すがわらクイズ＆ブックトーク「いきもの」8/7（参加者9人　フリー参加）
・すがわら夏まつり2025「金魚釣りに挑戦!」 8/7～8/8
　（参加者155人　フリー参加）
・秋のスタンプラリー　「秋のとしょかんスタンプラリー2025」
　10/25～11/9実施予定。
・ブックトークとマーブリング 12月実施予定。
・よしおかアコさんと絵本作り 12月実施予定。
・冬のスタンプーラリー12/24～1/8 実施予定。

・図書館子ども司書体験事業の実施。

図書館
〈御殿山〉
・ごてんやま図書館司書体験　12/6　実施予定。
〈菅原〉
・「すがわら図書館司書体験」
  ①4歳～6歳児:就学前　➁小学1年生～3年生　③小学4年生～6年生
　7/26～27 （参加者　23人　各回定員子ども5人:保護者同伴可）
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3 3 ヤングアダルト世代へ向けた取り組みを確認
したもので、本市要求事項水準を満たしてお
り、事業計画通りに運営されていると判断で
きる。下期には中学・高校のアート系の部活
動との協働によるイラストなどの提供・掲示を
実施されたい。

3 3 プログラミング教室の開催を確認したmので、
本市要求事項水準を満たしており、事業計
画通りに運営されていると判断できる。４館
合同で実施予定のビブリオバトルについて
も、読書活動推進の観点から効果的に実
施されることを期待する。

3 3 生涯学習市民C・市内大学との連携を確認
したもので、本市要求事項水準を満たしてお
り、事業計画通りに運営されていると判断で
きる。連携に至っていない市内大学へのアプ
ローチにも期待する。

3 3 両施設ともに図書館情報のタブレットへの一
括配信の実施を予定しており、本市要求事
項水準を満たしており、事業計画通りに運
営されていると判断できる。

3 3 電子版スタンプラリーの実施を確認したもの
で、本市要求事項水準を満たしており、事
業計画通りに運営されていると判断できる。
参加者数の少ない施設は積極的なPRに努
められたい。

3 3 一般成人を対象にした様々なテーマでの事
業展開を確認したもので、本市要求事項水
準を満たしており、事業計画通りに運営され
ていると判断できる。

3 3 趣旨に沿った事業の実施を確認したことか
ら、本市要求事項水準を満たしており、事
業計画通り運営されているものと判断でき
る。ただし、地域との連携という点では、より
多様な事業展開が期待できるもので、積極
的な連携に努められたい。

・市民や地元商店街、地域ボランティア団体と連携し、地元の匠によ
るワークショップや講座・催事を多数開催するほか、市民・商店街の
方々のおすすめ図書コーナーの設置。

図書館
〈御殿山〉
・地域ボランティア団体と連携「月曜会とのコラボ　おはなし会」
・地元の講師による講座「絵本セラピー」
〈菅原〉
・地元で珈琲の自家焙煎店を営まれる専門家による、よるとしょコーヒー「 珈琲入門講座」
6/28（参加者10人 定員10人）二回目を2月実施予定。

・児童生徒の読書習慣の定着に向けた取り組みの一環として、クラウ
ド型読書支援システムを活用した「電子版スタンプラリー」の実施。

図書館
《共通》
・「枚方読書ツアー2025」
〈御殿山〉
・上期　98人
〈菅原〉
・上期　10人

一般成人を対象とした図書館読書推進事業が提案されている（確認事項30）

・リサイクルブック市や大人の本の福袋など、イベント・ワークショップの開
催、関連テーマに関する本の紹介など、本を通して気軽に市民が集
い、「まなび」「つながり」が共有できる、「まちなかサロン」となるような事
業の展開。

図書館
〈御殿山〉
・絵本セラピストによる大人のための絵本セラピー　4/26　12人参加、6/21　19人参加、
・「リサイクルブック市」4/26～4/27実施。　105人の参加。
・「大人のスタンプラリー」6/14～実施。
・「大人の福袋」10月実施予定。
・「よるとしょ　大人のワークショップ　レジンでチャームをつくろう!」5/31実施。
・「パスファインダー」9月実施。
・「外部講師による講演会の実施」絵本セラピストによる絵本セラピー、絵本講座、
　心理カウンセラーによる心理学講座4/13より全6回を実施。
・「月曜日に図書館へ行こう!」7月7日～9月29日実施。
・「図書館の使い方」9/27実施予定。

〈菅原〉
・「月曜日も図書館へ行こう!」なにつくろう　（一般向けクラフトワークショップ）
第二月曜日　（8月末まで 5回　参加者47人　定員各回15人）
・「月曜日も図書館へ行こう!」体を動かそう　（簡単な体操）
第三月曜日　（8月末まで 5回　参加者31人　定員各回8名）
・「月曜日も図書館へ行こう!」私の好きな本　（参加しやすい読書会）
第五月曜日　（原則）　（8月末まで 1回　参加者 2人　フリー参加）
・よるとしょコーヒー「 珈琲入門講座～豊かな香りとともに～]
　6/28（参加者 10人 定員 10人）
・大人の本の福袋:大人の夏の絵本袋　7/18～8/1　（50袋　50冊）
・本と雑誌のリサイクル市　10/25、26　実施予定
・よるとしょコーヒー「 珈琲入門講座～豊かな香りとともに～]　2月実施予定。
・「電子図書館やさしい使い方説明会」下期実施予定。
・「図書館の使い方講座」下期実施予定。
・「ルーラル電子図書館の使い方講習会」下期実施予定。

・ビブリオバトル（年１回）やプログラミング教室・ICTプログラミング体
験等の開催。

図書館
《共通》
・「ビブリオバトル」楠葉・津田・御殿山・菅原　4館合同企画　下期実施予定。
〈菅原〉
・「AIロボットのプログラミング体験教室」　8/10
　（参加者７人　定員10人　）

・市内の大学・生涯学習市民センター・図書館の連携事業の実施。

図書館
〈御殿山〉
・国立がん研究センターがん対策研究所と連携して、がんに連携して特集展示を今年度も実
施。
・摂南大学「まちなか植物園」に関連して図書展示。
〈菅原〉
・生涯学習市民センターで展開されている「 まちなか植物園すがわら植物部 」に連携し、季節
ごとに内容を変えて関連図書を常設展示。

・図書館のイベント案内やテーマ展示特集などのタブレット端末への一
括配信。

図書館
〈御殿山〉
・学校訪問おはなし会時に依頼して実施。
　殿山第一小学校（２年生）3月実施予定。
〈菅原〉
・田口山小学校(11/19)の図書館見学の打合せの際に依頼して実施予定。

・中高生図書委員との連携によるヤングアダルトコーナーの充実、中
学・高校のアート系の部活動との協働によるイラストなどの提供・掲
示。

図書館
〈御殿山〉
・なぎさ高校イラスト部の卒業記念作品として、イラストを提供していただき、館内装飾を実施。
〈菅原〉
・YA向け特集コーナーの常設書架を設置。
・近隣の学校へクラブ活動の発表の場として菅原図書館「アート・ギャラリー」を活用していただけ
るように下期に学校訪問予定。
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3 3 電子図書館の使い方講座について、下期
実施に向けて準備中であることを確認したも
ので、本市要求事項水準を満たしており、
事業計画通りに運営されていると判断でき
る。認知度が低い電子図書館について、積
極的にPRを行うとともに、使い方講座の開
催などを通じ、より多くの利用につながるよy
努められたい。

3 3 電子図書館の英語多読特集などを確認し
たことから、本市要求事項水準を満たしてお
り、事業計画通り運営されているものと判断
できる。引き続き英語学習支援の取組みに
期待する。

3 3 電子図書館は曜日・時間を問わずに利用で
きることから、施設の休館日告知にあわせた
電子図書館の案内は効果的であり、本市
要求事項水準を満たしており、事業計画通
りに運営されているものと判断できる。

3 3 電子図書館利用促進に向けた取り組みを
確認したもので、本市要求事項水準を満た
しており、事業計画通りに運営されていると
判断できる。下期に予定している事業につい
ても効果的に実施されたい。

3 3

3 3 可能な限りのワンストップ対応を取る体制を
整えていることから、本市要求事項を満たし
ており、事業計画通りに運営していると判
断できる。

3 3 年2回の研修の実施しているため、本市要
求事項を満たしており、事業計画どおりに運
営していると判断できる。

・CS研修やユニバーサルマナー研修、ケーススタディ別のロールプレイン
グ研修といった接遇研修の実施。また、年２回以上の図書館と生涯
学習市民センターの合同接遇研修の実施。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
「合同接遇研修」を実施　9/22
・第一回（午前）:OGBC講師による接遇研修
・第二回（午後）:リブネット外部講師によるカスハラ研修

・利用者目線に立ったホスピタリティある接遇。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
・センター・図書館4館合同での接遇研修を実施。接遇基礎と電話対応のロールプレイング研
修、カスハラ対策について学び接客スキルの底上げを図っている。（9/22）
・利用者ニーズ把握のための「ご意見箱」を継続設置。ご意見をもとに対応や対策を速やかに実
施している。回答は随時ホームページ、館内掲示にて行っている。
〈御殿山〉
・2025年度上期「ご意見箱」投書なし。
利用者アンケートより:いつも親切にしていただきありがとうございます
〈菅原〉
・2025年度「ご意見箱」投書11件。投書についての回答は館内掲示や、備品購入などに反
映。（通年）

「ご意見箱」の設置、接遇研修時実施等、
利用者目線に立ったホスピタリティある接遇
は、本市要求事項を満たしており、事業計
画通りに運営していると判断できる。
利用者からの意見については、対応可能な
ものには必要な対応を行うなど、施設と利用
者間の信頼関係向上につながる取り組みを
継続されることに期待する。

生涯学習市民センター
《共通》
・企業理念意見交換会を下期実施予定。利用者目線での接遇について理解を深めている。
・枚方まなびつながりプロジェクト４施設共通のコミュニケーションボードを設置。
〈菅原〉
・所⾧・サブリーダー以上がユニバーサルマナー検定2級・3級を受験予定。
・館内掲示案内をユニバーサルデザインフォントに更新中。

・正確でスピーディーな対応。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
センターと図書館が日常的に情報共有体制を構築し、基本情報や各種イベント情報などの問
合せには、可能な限り迅速にワンストップでお答えする体制を整えている。
・毎週日曜日、センター図書館では合同朝礼を実施し、各種イベント情報や運営トピックスの共
有を行い利用者からの問い合わせ対応を行っている。

・図書館の休館日に24時間利用可能な電子図書館を利用者に案
内するほか、スマート登録制度を活用し、ホームページやSNSから利
用促進を図る取り組み。

図書館
《共通》
・Xの休館日告知に電子図書館への案内およびリンク掲載。
・ホームページの図書館休館日のおしらせと併せて電子図書館のリンク掲載。

・電子図書館のQRコードつきのしおりを製作・配布するなど、施設とし
て一体的な登録促進に向けた取り組み。

図書館
《共通》
・センターロビーに電子図書館案内のポスター掲示。
・センター事業に関連した電子図書館特集を実施。
　(御殿山　11月実施予定）（菅原　5月実施）
〈菅原〉
・すがわら夏まつり2025:「金魚釣りに挑戦!」 8/7～8
　（参加者　155人　フリー参加）
　釣り上げる「色々な金魚の図案のしおり」の裏面にQRコードを印刷。

（カ）利用者対応提案

利用者に対する接遇対応向上について提案されている（確認事項32）

ウィズコロナの観点から、電子図書館の利用を増やすための取組みが提案されている（確認事項31）

・館内貸出用タブレット端末を活用した電子図書館の使い方講座の
開催や、動画サイトを利用した電子図書館のHow To動画の作成。

図書館
《共通》
・ホームページ・SNSで電子図書館へのリンク貼り付け等実施中。
・「HowTo動画」作成済。
図書館
〈御殿山〉
・「電子図書館の使い方」、「図書館活用講座」開催。電子図書館の使い方では、説明書「や
さしい電子図書館の使い方」、　図書館活用講座では、わかりやすい検索の方法を記載した
「図書館マスターになろう」の説明冊子を配布し開催。9/27実施済。参加者1人。
〈菅原〉
・「電子図書館やさしい使い方説明会」下期実施予定。
・「図書館の使い方講座」下期実施予定。
・「ルーラル電子図書館の使い方講習会」下期実施予定。

・小中学生の英語学習支援として、電子図書館の「英語多読をはじ
めよう」などのコンテンツを展開。

図書館
〈御殿山〉
・英語多読図書のコーナーにひらかた電子図書館の英語多読特集のQRコードを掲示。
・多言語おはなし会（11/16実施予定）にて、上記特集を案内する。
〈菅原〉
・児童の「子ども向け英語のお話」の棚に英語多読特集のQRコードを掲示。
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3 3 接遇マニュアル等の整備していることから、本
市要求事項を満たしており、事業計画どおり
に運営していると判断できる。今後も、必要
に応じ修正を行うなど、更新に努められた
い。

3 3 障害者対応・障害者雇用に努められている
ことから、本市要求事項を満たしており、事
業計画通りに運営していると判断できる。障
害者の利用に支障のない環境整備に努めら
れたい。

3 3

3 3 訓練、巡回などを実施し「予防」と「備え」の
観点からリスクの洗い出しと対策が取られて
いることから、本市要求事項を満たしており、
事業計画通りに運営していると判断できる。

利用者が安全に利用できるよう施設内で発生するトラブルへの対応方法等について提案されている（確認事項33）

・「予防」と「備え」双方の観点からリスクの洗い出しと対策

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
・スタッフによる１日３回の定期巡回で、施設内外の安全確認、不審者・不審物の確認、清
掃状態の確認を行っている。
・お困りの利用者へのサポート、設備利用のアドバイスなど積極的な声掛けを行っている。
・JV3社による施設運営会議を毎月開催。施設の不具合等の報告共有を行い必要な対策を
講じることでトラブル等の未然防止に努めている。
・JV共通の危機管理マニュアルを整備し緊急時対応に備えている
〈御殿山〉
・R6年度に廊下階段の案内サインのデザインを統一し、利用者にとって一目でわかりやすい表示
に改善した。

〈御殿山〉
・障がい者就労支援移行事業所との協力連携、スタッフの障がいに対する正しい理解を深める
取り組みを推進。
・障がい者採用を機に、障がいがあるスタッフも窓口対応や事務作業がしやすい環境の整備も
行っている。
〈菅原〉
・手話を活用し、手話サークルなど聴覚障害者とスタッフのコミュニケーション円滑化を促進。
・玄関先身障者優先駐車場で健常者の利用が多発。優先スペースである掲示物を設置。
・窓口での手続きやお困りごとに対してのスムーズにサポートできる体制を整えている。
図書館
《共通》
・筆談用ホワイトボード、車いすの貸出、および耳マークの掲示を継続中。

・満足度の定量目標の設定と、達成に向けた取り組み

生涯学習市民センター
《共通》
・利用者満足度調査アンケートを実施（9/1～9/30）

満足度の定量目標の設定と、達成に向けた
取り組みがなされ、概ね高い満足度となって
いるため、本市要求事項を満たしており、事
業計画通りに運営していると判断できる。ア
ンケート内容については十分に検討され、施
設の運営に反映されるよう努められたい。

・事業参加者アンケートに加え、利用者アンケートでもNPSを採用。センターへの愛着度を測る
指標とし数値化。従来の単純なスコアではなく、推奨者を増やしリピーターを得るよう数値目標を
設定している。
〈御殿山〉
（9/1～9/30）
・回収193枚
　「良い、とても良い」　95.3％（目標値97％）
　「とても良い」　17.6％（目標値35.0％）
　NPS値　-4.19
〈菅原〉
（9/1～9/30）
・回収395枚
　「良い、とても良い」　96.2％（目標値97％）
　「とても良い」　35.5％（目標値35.0％）
　NPS値　-17.8

図書館
《共通》
・4館が連携して利用者アンケートを実施。
　4/15～4/30
・利用者アンケート（市）を通年で実施。
　集計結果についてはグラフ化して図書館業務の取り組みに反映した。
〈御殿山〉
・回収　242枚　5/16 回収分まで反映。
「満足、やや満足」95.5％（目標値97％）
〈菅原〉
・回収 293枚　5/16 回収分まで反映。
「満足、やや満足」 90.3％（目標値97％）

・接遇マニュアル等の整備

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
接遇マニュアルを整備済。
OGBC・リブネット各社においてカスハラ対応マニュアルを作成。JV間共有予定。

・各種コミュニケーションボードを備え付ける他、筆談ボードの設置や耳
マーク表示、車椅子の貸出、ミライロIDの活用など、だれもが快適な空
間づくり。

生涯学習市民センター
《共通》
・筆談用ホワイトボード、車いすの貸出及び、耳マーク、ミライロID使用可掲示を継続中。
・聴覚障がいがあるお客さまでもスムーズに申し込み受付出来るよう4館共通のコミュニケーション
ボードを設置。スタッフの手話スキル向上とあわせてユニバーサルサービスの推進に取り組んでい
る。
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3 3 日々の複数回の巡回や危機管理マニュアル
の整備など、本市要求事項を満たしているこ
とから、事業計画通りに運営していると判断
できる。引き続き事故・トラブルの未然予防
に努められたい。

3 3 毎月のKY教育の実施をはじめ、危険予知
についての取り組みがされていることから、本
市要求事項を満たしており、事業計画通り
に運営していると判断できる。・危険予知（KY）教育として、毎月の施設の危険個所に対する感

度を高める取り組みを実施。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
職場安全衛生の取り組みとして毎月、KY教育を実施。
設備管理
毎月の休館日等作業の際は、毎日のKY日誌にてKYを実施。
企業としてもＫＹや建物の危険な状態を事前に認識し改修等行う事故の芽報告を随時実施
して居り、毎月の企業内レポートを従業員に共有し意識を高めている。

設備管理
・月次定期点検を含め月2回程度月次巡回を実施（ファシリティリーダーは月１回以上各施設
を巡回）。専門的観点から事故等の未然防止に努めるとともに、各施設の運営者との意見交
流を行いながら設備に関わるリスクの洗い出しを行っている。
・関係法令や危険度、お客様の利用頻度などを考慮しお客様目線も含めた修繕計画を行う事
で設備トラブルを未然に防いでいる。
・公共施設への爆発物設置予告等があった場合も清掃責任者から清掃員へスピーディーに情
報共有を行い、安心安全の施設運営に貢献している。

・定期巡回による事故やトラブルの未然予防、早期発見、早期対応
の徹底。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
・毎日、3～4回の巡回を実施。
・職員による定期・不定期の巡回を毎日実施。設備故障や事件等の早期発見、未全に防止
する体制を継続中。
・危機管理マニュアルおよび緊急連絡網を整備し、災害時の報告方法を事務室内に掲示。ス
タッフがいつでも確認対応できる体制を整えている。

〈御殿山〉
・夜間の館外照度不足を補うため、階段スロープを中心にLED照明の設置場所の見直しと増
設。（上期）
・不審者情報を職員で共有し、問題拡大の未然防止のため必要に応じて声かけを実施。
・館内6か所および駐車場1か所の計7か所に防犯カメラを設置（R6年度）
この取り組みにより、犯罪抑止やカスタマーハラスメント対策への活用も期待。

〈菅原〉
・駐車車両の車番確認を毎日実施。事故等、トラブル発生時にはセンター、図書館と連携し対
応。
・蜂の巣を発見した当日に駆除しトラブルを未然に防いだ。
・1階ロビーの防犯カメラの更新。
・美術室シンク水漏れなど、KBTに連絡し早期修繕。
・モニター台不良や、ホワイトボード破損など備品不良は発見時に、早期改善。
・不審者来館時にはセンター、図書館で情報を共有し、声がけなどの対応、トラブル予防努め
た。

設備管理
・月次定期点検を含め月2回程度月次巡回を実施（ファシリティリーダーは月１回以上各施設
を巡回）。専門的観点から事故等の未然防止に努めながら不具合連絡時は早急に現場確
認を行っている。また清掃員や警備員により日々の業務中に発見した不具合等については適宜
市民センターへ口頭や警備報告などで報告し早期対応に繋げていると共に情報共有に務めて
いる。
・菅原センターおよび図書館において発生している雨漏りについては利用者への影響を最小限に
留めるべく複数回に渡り調査、サッシ周りの防水簡易修繕、応急処置を実施。今後も調査を
継続し大規模改修も視野に市と調整中。

・年二回の合同消防訓練を実施。
　〈御殿山〉
（12月教養型、3月避難訓練）実施予定
　〈菅原〉
（６/16、1月予定）

生涯学習市民センター
《共通》
・利用後の部屋チェック時に施設備品の破損点検、整備を行っている。
・２か月に１回スタッフ全員がHY（ヒヤリ・ハット）活動を実施している。
・日常における定期巡回、普通救命講習の定期受講などに加え、危険予知（ＫＹ）教育を
実施。館内の危険個所を早期に発見し事故の未然防止に務めている。

＜菅原＞
・所⾧が防災介助士の資格を保有している。
・消防署とKBTと連携し図書館スタッフ、1階カフェスタッフと市民参加型の消防訓練の実施。
6/16
・消防署と活動委員会と連携し、図上訓練の実施。
・市民、スタッフが参加する、自主事業「救命入門コース」の開催。11/7予定
・救急搬送に即対応できるよう、各諸室に、センターの住所を掲示。
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3 3 マニュアル・報告フローの整備がなされている
ことから、本市要求事項を満たしており、事
業計画通りに運営していると判断できる。マ
ニュアルは必要に応じて適宜更新されたい。

3 3 発生した事案の連絡・共有化を図り、警察・
消防とも協力・連携をとっていることから、本
市要求事項を満たしており、事業計画通り
に運営していると判断できる。

3 3 日々の必要な情報をミーティングで共有し、
再発防止の徹底を図っていることから、本市
要求事項を満たしており、事業計画通りに
運営していると判断できる。

3 3 施設賠償責任保険への加入を確認してい
ることから、本市要求事項を満たしており、事
業計画通りに運営していると判断できる。

3 3 日々の利用者からの要望においては必要な
改善を行うとともに、必要に応じて公開もして
いることから、本市要求事項を満たしており、
事業計画通りに運営していると判断できる。

3 3 セルフモニタリングを通じた業務改善に向けた
取り組みが確認できたもので、本市要求事
項水準を満たしており、事業計画通りに運
営されていると判断できる。施設にでの情報
共有にも努めており、引き続き事業改善及
びサービス向上につながる取り組みに期待す
る。

3 3 アンケート結果により、必要な改善を行って
いることから、本市要求事項を満たしており、
事業計画通りに運営していると判断できる。
下期についても継続的かつ効果的な取り組
みに期待する。

図書館
《共通》
・4館が共通フォーマットを使用して利用者アンケートを実施。4/16～4/30　御殿山242枚
菅原293枚。
　集計結果についてはグラフ化して図書館業務の取り組みに反映した。
・利用者アンケート（市）を通年で実施。
〈御殿山〉
・図書館のHPに集計結果を公開。
アンケートによる要望を受けて、以下の改善を実施。
・「歴史小説を増やして欲しい」とのご希望にリスト発注や寄贈本から、蔵書受け入れを行った。
・「美術書の充実」とのご希望に寄贈本から、蔵書受け入れを行った。

〈菅原〉
アンケートによる要望を受けて、以下の改善を実施。
・最下段の書架を見る時に座ってもらうスツールを購入。

・年間複数回、多方面からのセルフモニタリングの実施、その結果を
PDCAサイクルに組み込み、継続的な事業改善及びサービス向上に
繋げる。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
各種会議体の設置とあわせて提案書に基づいた業務確認一覧の作成を行い、多方面からのモ
ニタリングを実施。継続的な業務改善、サービス向上に努めている。
・施設運営委員会（毎月）
・グループ運営委員会（四半期ごと）
・JV運営委員会（半年ごと）
・本社部門による監査（年次）

図書館
《共通》
・日々、スタッフそれぞれが気が付いたことを口頭で報告、また日誌・連絡ノートに記載。迅速に
改善へとつなげ、毎月の休館日の館内会議で全員に共有している。

・利用者アンケートの実施、集計・分析を通して、改善などの具体的な
取り組みに繋げる。（投函箱、HP投稿フォームなど）

生涯学習市民センター
《共通》
・利用者満足度調査アンケート実施。
上期（9/1～9/30）、下期（3/1～3/31）実施予定
・NPSを採用した共通のアンケート集計フォームを用いてセンターへの愛着度を測る指標とし数
値化。従来の単純なスコアではない推奨者を増やすことにより内容の改善、リピーターの獲得に
取り組んでいる。
〈御殿山〉
・ご要望から、ロビーの机とスツール増設（4月）貸出用の鏡を軽量の物に更新（7月）
　今年度アンケートから下期も継続実施
〈菅原〉
・ご要望から、和室の椅子を購入、音楽室倉庫にパイプ椅子を増設、子どもコーナーに乳幼児
優先エリアを設置など改善に取り組んだ。
今後も利用者のニーズに沿った改善を継続実施

・事故トラブル等は毎日の朝礼夕礼や毎月開催のミーティングで詳細
な内容を共有し、再発防止の徹底

生涯学習市民センター・図書館
〈御殿山〉
・事故トラブルや近隣住民からのご意見（路上駐車、アイドリング、植栽の敷地境界はみ出し
等）と対策（巡回強化、啓発ポスターの掲出等）を朝礼等で共有し再発防止の徹底を行っ
ている。
〈菅原〉
・事故やトラブルの詳細は毎朝の朝礼や社内チャット、伝言板などを通し共有、図書館には毎
週の朝礼で共有することを徹底して行っている。（緊急の場合はその都度共有）
・閉館時の不審者対策のため、夏季の警備巡回のうち1回を閉館直後に変更。また、トラブル
発生時にはセンター、図書館共同で対応に当たった。（7～8月）
設備管理
委託先も含めて経緯、再発防止策を打合せ、従業員に周知徹底を図り、また、センター、図書
館に共有した上で打合せ内容は書面にて保管している。

・施設賠償責任保険への加入。

生涯学習市民センター
《共通》
・施設賠償保険等に加入している。

利用者サービス向上の観点からセルフモニタリングの計画を提案するとともに、利用者に対するアンケートの実施について提案されている（確認事項35）

・日々の利用者からの要望を蓄積・共有する日常での取り組み

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
・ホームページと館内にご意見箱を設置し、頂いたご意見に対して必要な改善を行っている。
・回答については枚方市へ報告のうえ必要に応じて公開している。

利用者等の安全・秩序維持のための適切な対応方法について提案されている（確認事項34）

・「緊急対応マニュアル」「苦情対応マニュアル」といった対応マニュアル・
報告フローの整備

生涯学習市民センター・図書館・設備管理
《共通》
・JV共通の危機管理マニュアルにおいて緊急時の対応、報告フローの整備をおこなっている。苦
情対応についても同マニュアル内に整備している。

・これまで発生した事案における経験の蓄積と連絡・共有体制を構築
し、警察や消防をはじめ、地域団体との連携を実施。（不審者情
報・還付金詐欺など、防犯情報の提供）

生涯学習市民センター・図書館・設備管理
《共通》
緊急時にはJV内で迅速な連絡・情報共有を行っている。また爆破予告発生時など事案によっ
ては警察の協力を仰ぎながら施設の安全維持に努めている。
生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・拾得物の届け出などの機会を利用して定期的に、管轄の交番と情報共有体制をとっている。
・必要に応じて巡回強化を依頼している。
〈菅原〉
・不法投棄が発覚した際、警察と連携し所有者を特定した。
・警察からの調査依頼の際は、迅速に文化生涯学習課に連絡をとり対応した。
・管轄の消防署と連携し、消防訓練や図上訓練の実施。
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3 3 適正に研修が実施されていることを確認して
いることから、本市要求事項を満たしており、
事業計画通りに運営していると判断できる。

3 3 定期的な研修開催などを確認したもので、
本市要求事項水準を満たしており、事業計
画通りに運営されていると判断できる。

3 3 設置目的に沿った施設管理行っていることか
ら、本市要求事項を満たしており、事業計
画通りに運営していると判断できる。計画外
の事象についても、優先順位を定めるなど
し、適切に対処されたい。

3 3 ３社合同による毎月の施設会議の開催など
をもとにした計画を策定していることから、本
市要求事項を満たしており、事業計画通り
に運営していると判断できる。

3 3 PDCAによる業務改善をはじめ、年間の作
業予定を基にした業務遂行など、本市要求
事項を満たしており、事業計画通りに運営し
ていると判断できる。
両施設とも老朽化等により生じる様々な不
具合も日常管理における早期対応をお願い
したい。

3 3 日々の状態と機器寿命を勘案したうえで、
優先順位を付けた選定をするなど、本市要
求事項を満たしており、事業計画通りに運
営していると判断できる。

3 3 備品管理、日常的な図書修繕など、財産
保全の取り組みを確認していることから、本
市要求事項を満たしており、事業計画通り
に運営していると判断できる。

3 3 金銭取り扱いのダブルチェックをはじめ、金種
ごとに施錠管理されており、定期的に金庫の
開錠記録確認を行うなどしており、本市要
求事項を満たしており、事業計画通りに運
営していると判断できる。

・金銭管理について管理区分を明確に施錠保管し、開錠記録をデー
タ化するといった適正な管理体制が構築されている。

生涯学習市民センター
《共通》
・金銭取り扱いは２人でのダブルチェック体制及び金種毎に区分けしての施錠管理を実施してい
る。
・金銭は電子金庫にて保管し、暗証番号による開錠権限をサブリーダーまでに限定。
定期的に金庫開錠記録の確認を行うことで不正のトライアングル（動機、機会、正当化）を
無くす仕組み体制を整えている。
・拠点での実査に加えて、統括管理者が巡回し、実査を行う等、適切な運用体制を整えてい
る。
〈菅原〉
・上期に生じさせた手続き、事務処理の不備を真摯に受け止め、迅速に再発防止策を講じ、
公金の取り扱いに対するスタッフの意識改革とオペレーションの見直しを行っている。

・PDCAマネジメントシステムによる最適な維持管理。

生涯学習市民センター・図書館・設備管理
《共通》
・各種モニタリング会議においてPDCAサイクルによる業務改善、水準維持に努めている。
設備管理
年間の作業予定を構築し業務を行いながら、発生した不具合等の原因などチェックして次の運
営や維持管理向上に努めている。その他、駐車場での事案発生に鑑みトラテープによる注意喚
起など、快適な環境づくりに繋げている。

・予防保全として、京阪ビルテクノサービスが自主運営するASP（施設
運営支援システム）を活用し、徹底したLCC（ライフサイクルコスト）
削減を実行。

設備管理
蓄積された日々のデータや状態と機器寿命などを勘案し、適切な修繕順位の選定や改修要望
を行っている。

・図書館において、館内の秩序維持の取り組みや資料の適切な保管
と汚破損対策による適切な財産保全。

図書館
《共通》
・時間を定めての館内巡回のほかフロアワークにより館内の秩序・書架環境の維持に努めてい
る。
・資料が返却された際に一冊ずつ確実な点検を心掛けている。
・利用により傷んだ資料に関して修理可能な物は適時、修理し利用できる状態に戻している。

【施設の管理に関する事項】

関係法令及び本市条例・規則を遵守し、施設の設置目的に沿った管理計画が提案されている（確認事項37）

・設置目的に沿った施設管理計画 を策定している。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
・年度事業計画書を基にセンター条例、図書館条例に掲げられている設置目的に沿った安全
安心、法令順守を最優先とした施設管理を行っている。
・提案書に基づいた業務確認一覧をもとに未実施項目を洗い出し、施設の運営計画に反映し
ている。
設備管理
年間作業計画に基づいて各種保守点検を実施。

建築設備全般にかかる点検・保守を適切に実施し、機能保全・利用者への安全、快適な環境が提案がされている（確認事項38）

・モニタリングチームによる日々目視による点検を実施するとともに、⾧
期的な修繕・点検の実施計画等を定めた⾧期修繕計画の策定。

設備管理
毎月実施しているの3社合同の施設会議にて修繕箇所の打ち合わせを行い、運用面、設備維
持管理面等優先度を検討し修繕計画を推進している。

・構成各社における取組の実施

生涯学習市民センター
《共通》
・本社の人権啓発推進委員会が策定する研修計画に基づいて定期的に人権研修を実施して
いる。また毎月発信される人権関連ニュースを閲覧し、人権意識を高めている。
・全スタッフが社内人権標語コンテストに応募している。

図書館
《共通》
・情報セキュリティ教育・障がい者差別解消法　6/23実施。

設備管理
社内にて行われている人権研修に参加、資料も回覧を図り再周知している。

業務に従事する者が、人権について正しい認識を持って業務を遂行できるよう、人権研修について提案されている（確認事項36）

・研修計画の策定と各担当者や全スタッフを対象とした人権研修を重
層的に実施。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
・年度計画書に記載の研修に加えて本社が策定する研修計画に基づいて計画的に実施してい
る。

生涯学習市民センター
《共通》
「ビジネスと人権～企業には人権を尊重する責任がある～」をテーマとしたDaigasグループ 全社
員向け人権研修（eラーニング）を10月～12月に実施予定。
図書館
《共通》
・全スタッフ対象に６月の休館日に人権研修（障がい者差別解消法について）実施。
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3 3 業務体制の確保及び適切な配置をしてお
り、欠員や大規模イベントの際のサポート体
制を組んでいることから、本市要求事項を満
たしており、事業計画通りに運営していると
判断できる。

3 3 70％以上の有司書資格率であることから、
本市要求事項を満たしており、事業計画ど
おりに運営していると判断できる。

3 3 提案書に示された適正な人員配置が行わ
れていることから、本市要求事項を満たして
おり、事業計画通りに運営していると判断で
きる。

3 3 基本仕様書に定めるセキュリティ基準を満た
していることから、本市要求事項を満たして
おり、事業計画通りに運営されていると判断
できる。

3 3 設備管理の運用チェック、マニフェストの管理
が適切に行われていることから、本市要求事
項を満たしており、事業計画通りに運営して
いると判断できる。

3 3 備品管理については施設と市の双方で年度
ごとに確認し、適切に管理していることから、
本市要求事項を満たしており、事業計画通
りに運営していると判断できる。

3 3 不要照明の消灯をはじめ、環境に配慮した
取組みを確認したことから、本市要求事項を
満たしており、事業計画通りに運営している
と判断できる。

3 3 全スタッフを対象に環境活動に関する教育を
実施するとともに市民向け環境意識啓発事
業を展開していることから、本市要求事項を
満たしており、事業計画通りに運営している
と判断できる。

3 3 枚方市SDGs認証制度へ登録を行い、推
進に努めていることを確認していることから、
本市要求事項を満たしており、事業計画ど
おりに運営していると判断できる。

3 省エネルギー・省資源等、第3次枚方市環
境基本計画に則った取り組みが確認できた
ことから、本市要求事項水準を満たしてお
り、事業計画通りに運営されていると判断で
きる。

図書館
〈御殿山〉
・リサイクル環境を意識した事業としてリサイクルブック市を開催。4/26～27　（参加者　105
人　フリー参加）
〈菅原〉
・センターと連携し施設利用者も一緒に「打ち水」を実施。
・本と雑誌のリサイクル市を10/25～26 に実施予定。

設備管理
・グリーン購入に適合した資材の購入に努めている。

・SDGｓ推進登録制度の登録と推進。

生涯学習市民センター・図書館・設備管理
《共通》
・枚方市SDGs認証制度へ登録を行い推進に努めている。

・不要照明の消灯等の省エネ推進や、環境負荷の低い薬剤を使用し
た清掃など、環境配慮の管理運営。

生涯学習市民センター
《共通》
・環境に配慮した管理運営を行っている。
・不要照明のこまめな消灯、LED化による省エネ推進。
・クールビズ、ウォームビズの実施。
設備管理
日常清掃において環境負荷の低い製品使用を推進し廃棄物の発生減に努めている。

・環境問題への意識向上のためのスタッフ研修の実施及び市民向け
啓発事業。

生涯学習市民センター
《共通》
・環境活動に関する従業員教育を全スタッフが受講。（9月）
〈御殿山〉
・ピーク電力抑制の一環として、利用開始20～30分前にエアコンを稼働させる運用を実施。特
に夏場は、利用開始時に快適な室温が保たれ、利用者から好評を得ている。
・カーテンによる遮光や不要照明・空調のこまめなオフを利用者にも呼びかけ、省エネに協働で取
り組んでいる。
〈菅原〉
・館内植物の肥料としてスタッフが持参した卵の殻とコーヒーカス（出がらし）を使用。
・自主事業「粗大ごみのインターネット予約とごみの分別方法」の開催（11月予定）
図書館
《共通》
・児童コーナーにSDGｓの案内を実施。

・省エネルギー、省資源、設備管理、啓発活動等、第３次枚方市環
境基本計画に則った具体的な取り組みの実施。

3 生涯学習市民センター・図書館
《共通》
・ひらかたライトダウン2025・打ち水大作戦など市が推進する施策を実施している。
・リサイクル推進のため事務所のごみは分別を実施。
・グリーン購入に適合した資材の購入に努めている。
・リサイクル環境を意識した事業を企画・実施している。

・管理者を定めた上で、運用チェック体制を構築し、マニフェストの提出
等、法令に基づき適切に対応。

生涯学習市民センター・図書館・設備管理
《共通》
所⾧・館⾧を管理者と定め、随時ゴミ保管庫の状況や設備管理の運用をチェックし、マニフェスト
の管理・保管を行っている。
生涯学習市民センター
〈共通〉
Ｄaigasグループが開催する廃棄物の適正管理についての研修を廃棄物担当者が順次受講。

備品管理に当たり、管理簿の整備及び責任所在について提案されている（確認事項42）

・帰属先等を明確にした台帳を用いたデータベースにて運用し、 作成
 し、年１回の棚卸による実物との照合実査で確実に管理。

生涯学習市民センター
《共通》
・帰属先を明確にした台帳を整備し、必要に応じて更新を行っている。
・実物照合は年度ごとに枚方市立ち合いのもと行っている。
図書館
《共通》
・備品管理簿をもとに適切に管理。
・実物照合は年度ごとに枚方市立ち合いのもと行っている。
・年１回蔵書点検を実施。

環境に配慮した管理運営を目指し、ごみの削減、省エネルギー等具体的に提案されている（確認事項43）

・各施設、日中は原則、責任者代行以上がそれぞれ２人以上、夜
間はそれぞれ１人以上の勤務体制。図書館は全時間帯でカウンター
に常時2人以上。

生涯学習市民センター図書館
《共通》
・各施設、日中は原則、責任者代行以上が２人以上、夜間は１人以上の勤務体制にて運
営している。
図書館
《共通》
・カウンターに常時2人以上を配置している。

生涯学習市民センターのロビーにおいて、基本仕様書の規定に従い、適正なWi-Fi環境の整備について明確に示されている（確認事項40）

・セキュリティ方式「WPA２」以上の規格、アクセスログ等の重要情報
の厳格な管理など、基本仕様書に定めるセキュリティ基準を満たす環
境を整備。

生涯学習市民センター
《共通》
・セキュリティ方式「WPA2」など基本仕様書に定めるセキュリティ基準を満たす環境を整備してい
る。

施設内で生じた廃棄物の適正な一時保管、搬出、処理の提案がされている（確認事項41）

基本仕様書の規定に従い、資格を必要とする業務に有資格者を配置するなど適正な人員配置が提案がされている（確認事項39）

・総括、副総括を筆頭に、各施設、リーダー・サブリーダー等は仕様書
に定める実施業務体制を確保する。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
・仕様に基づき、所⾧、リーダーに非限定社員を１人ずつ配置。生涯学習活動や地域活動の
経験を有する者を中心にスタッフを適切に配置している。
・欠員や大規模イベントの際などには本社からのバックアップにより、人員を配置するサポート体制
を確立している。

・図書館スタッフの70％以上が司書・司書補・司書教諭のいずれかの
資格を有する体制。

図書館
《共通》
・司書資格率81％。
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3 3 感染予防対策として利用者の希望に応じた
機器の貸出等を行っていることから、本市要
求事項を満たしており、事業計画通りに運
営していると判断できる。

3 3 枚方市基準および社内基準に基づいた適
切な感染対策を講じる等、安全安心な施
設運営を行っていることから、本市要求事項
を満たしており、事業計画通りに運営してい
ると判断できる。

3 3 エレベータ内に菌・抗ウイルス加工など施設
の環境整備を図るなど、本市要求事項を満
たしており、事業計画通りに運営していると
判断できる。

3 3 条例やJV各社規定に基づいた体制の構築
がされていることから、本市要求事項を満た
しており、事業計画通りに運営していると判
断できる。

3 3 施設運営に関わる文書が適切に保存されて
いることを確認したもので、本市要求事項水
準を満たしており、事業計画通りに運営され
ていると判断できる。

3 3 情報管理担当者や責任者の配置がされて
いることから、本市要求事項を満たしており、
事業計画通りに運営していると判断できる。

3 3 実務マニュアルの整備がされていることから、
本市要求事項を満たしており、事業計画ど
おりに運営していると判断できる。マニュアル
については、必要に応じて適宜更新し、共有
されることを期待する。

3 3 個人情報保護方針のHPへの掲載を確認し
たもので、本市要求事項水準を満たしてお
り、事業計画通りに運営されていると判断で
きる。

3 3 適正に個人情報保護に関する研修が実施
されていることから、本市要求事項を満たし
ており、事業計画通りに運営していると判断
できる。今後も、研修を実施した際には効果
検証を行うなど、個人情報保護への理解を
深められたい。

3 3 個人情報への対応が適切に行われているこ
とから、本市要求事項を満たしており、事業
計画通りに運営していると判断できる。図書
館については利用者登録申込書、予約リク
エストカードの適切な保管を確認した。

・個人情報保護に対しての教育、研修体制の強化。

生涯学習市民センター
・新入社員研修において個人情報に関する教育を実施している。
・全職員が個人情報保護研修を年1回受講している。
・法改正や社会情勢の変化に応じてアップデートのための研修を実施している。
図書館
《共通》
・新入社員研修において個人情報に関する教育を実施している。
・情報セキュリティ研修実施。6/23

・すべての個人情報の取得から保管、廃棄／消去までをフローに定め
た台帳の運用による個人情報の厳格な取り扱い。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
・Pマーク基準に基づいた個人情報管理台帳（毎年更新）を作成し、すべての個人情報の取
得から保管、廃棄／消去までをフローに定め運用。

個人情報保護法の目的等を踏まえ、個人情報の保護に関する必要な措置について明確に示されている（確認事項46）

・役割や権限に基づく組織的な社内体制の構築、取り扱いルールの
標準化の徹底。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
・社内の個人情報保護体制の下、情報管理担当者（所⾧、館⾧）、情報管理責任者（本
社管理職）を配置している。

・関係法令等を反映した実務マニュアルを整備。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
・個人情報取り扱いマニュアル、情報管理マニュアルを整備している。
生涯学習市民センター
・個人情報漏洩の原因で最も多いメールの誤送信対策として、誤送信防止のVBAを導入。

・個人情報保護方針をホームページに掲載。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
個人情報保護方針をホームページに掲載している

【情報公開及び個人情報保護の措置に関する事項】
枚方市情報公開条例の目的等を踏まえ、管理運営事業で保有する情報の公開に関する対応が明確に示されている（確認事項45）

・請求受付から情報公開までの手順を定め、速やかに対応。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
・枚方市条例、およびJV各社規定に基づいて対応する体制を構築しており、開示請求の申し
出先等を明記したプライバシーポリシーをHP上で公開している。

・施設運営に関わる文書の適切な保存。

生涯学習市民センター
・施設利用申込書、減免申請書、還付申請書など日常的に発生する施設運営に関わる文書
は事務所内鍵付きキャビネットに保管し月単位で市役所へ提出、またはファイリングし保管してい
る。
・経理書類、修繕費請求書なども月ごとまたは年ごとに関連書類をファイリングし保管している。
・市の保存年限を過ぎた保管書類については年1回市の廃棄文書回収で適切に処分してい
る。
図書館
《共通》
・貸出申込書、弁償届出書、譲与申込書兼受領書などの個人情報は、事務所内の鍵付き
キャビネットに保管、ファイリングしている。
・予約用紙、リクエスト用紙など、市の保存年限を過ぎた保管書類について、適切に処分してい
る。

業務に従事する者及び利用者の手指や備品の消毒、施設の換気等、感染症の拡大防止策が提案されている（確認事項44）

・利用シーン別に利用者に対する感染予防対策として、消毒、換気、
体温計等の設置や貸出等を実施。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
・イベントの際など利用者の希望に応じて非接触温度検知機能を備えた消毒器の貸し出しを
行っている。

・全スタッフの体調把握や感染防止備品等の整備。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
・枚方市基準および社内基準に基づいた適切な感染対策を講じることで安全安心の施設運営
を行っている。
・館内に消毒液の設置継続・お手洗い等に非接触型蛇口・ハンドソープ設置継続。
・感染リスク軽減のため、オンライン会議（Teams、zoom）導入し積極的に継続活用してい
る。
・感染時には出勤を停止し、責任者へ速やかに報告を行う運用徹底。
・受付スタッフ用マスクを準備。受付時に着用するなど感染予防につとめている。

・京阪グループと連携して抗菌・抗ウイルス加工を施設内の主要な場
所に施工。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
・京阪グループとの連携によりエレベーター内に抗菌・抗ウイルス加工を施工。安心安全の施設
環境整備に努めている。（2023年度下期実施済）
・菅原は、EV更新時にメーカーにて抗菌加工を行っている。（2023年度下期実施済）
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3 3 危機管理マニュアルの作成・更新を確認した
ことから、本市要求事項を満たしており、事
業計画通りに運営していると判断できる。

3 3 施設会議での状況把握や使用年限に達し
た防災備品の更新を行うなど、適切な取り
組みを確認したもので、本市要求事項水準
を満たしており、事業計画通りに運営されて
いると判断できる。

3 3 消防組織を編成していることから、本市要求
事項を満たしており、事業計画どおりに運営
していると判断できる。

3 3 災害状況に応じた配備体制の整備、各種
訓練の実施を確認したもので、本市要求事
項水準を満たしており、事業計画通りに運
営されていると判断できる。

3 3 リスク分担を明確化し、不測の事態への対
応を確認したことから、本市要求事項を満た
しており、事業計画通りに運営していると判
断できる。

3 3 利用者の立場に沿った丁寧な対応がされて
いることから、本市要求事項を満たしており、
事業計画通りに運営していると判断できる。

3

3 3 定期広報誌や館内掲示スペース、デジタル
サイネージの活用がされていることから、本市
要求事項を満たしており、事業計画通りに
運営していると判断できる。引き続き情報の
鮮度に留意しながらの発信に期待する。

施設の利用促進に繋がる広報活動等について具体的な実施計画が提案されている（確認事項51）

・施設利用者に向けた広報として、定期広報誌や館内掲示スペース、
デジタルサイネージの活用。

生涯学習市民センター
《共通》
・毎月センターだよりを発行し、事業のチラシ等を館内に配架している。入口にデジタルサイネー
ジを設置し、イベント案内に活用している。

高齢者・障害者サービスを維持・向上させる取組みについて提案されている（確認事項50）

・機器、端末操作等への丁寧な説明や利用者との日常コミュニケー
ションを充実させること、アクセシビリティに配慮した案内を作成するな
ど、「人が介在する価値」を改めて大切にした取り組みの実践。

生涯学習市民センター
《共通》
・日常より利用者と密なコミュニケーションを行い、アンケートで高評価をいただいている。
状況別に合わせた「予約システムの使い方」マニュアルを設置。
・老眼鏡や拡大鏡、筆談ボード等を備え付けている。

図書館
《共通》
・OPAC、図書消毒器には案内を分かりやすく掲示すると共に、困っておられる利用者に対して
は積極的にお声をかけ、スタッフが丁寧に説明。
・スマート貸出登録・インターネット予約サービスについても利用者の携帯を操作しながら、あるい
は電話では同じ画面を図書館でも表示して、相手の理解を待ちながら説明。

・障がいのあるスタッフによる、当事者視点からの設備環境やサービス
内容の改善の取り組み。

3 生涯学習市民センター
《共通》
・コミュニケーションボードの設置やロッカーの荷物出し入れのお手伝いを実施。

障害のあるスタッフによるサービスのあり方を
全員で共有するなど、当事者視点からの設
備環境やサービス内容の改善の取り組みが
されていることから、本市要求事項を満たし
ており、事業計画通りに運営していると判断
できる。

図書館
《共通》
・障がいのあるスタッフをバリアフリーサービス担当とし、自らの経験をふまえたサービスのあり方を全
員に共有。すべてのスタッフが同じ意識を持って業務に携わるように取組みを行う。

・大規模災害時における市および消防・警察等の関係機関と施設お
よび本社災害対策本部との連携体制。

生涯学習市民センター・図書館・設備管理
《共通》
・非常時の体制は各社整備している。
・枚方市とJV間で責任者の連絡先を共有。
生涯学習市民センター
《共通》
・大規模災害発生時を想定してDaigasグループの安否確認訓練を定期実施。
・OGBC単独でも地震、津波を想定した防災訓練を実施　9/10
従来の電話、SMSに加えteamsを活用するなど災害時の連携体制を強化している。
設備管理
・緊急連絡体制を構築し、24Hの機械警備センターを介して適宜関係部署に連絡が入り対応
を行っている。
・9/1に安否確認訓練を実施し、緊急時の対応可能人員の把握を行っている。

構成員間（本支社間含む）、市との間におけるリスク分担に対する考え方が明確に示され、かつ考え方に対応した分担内容となっている（確認事項49）

・構成員間での協定に基づく明確なリスク分担。

生涯学習市民センター・図書館・設備管理
《共通》
・共同事業体運営会議で意見交換し細則協定を結び、リスク分担を明確化している。
・不測の事態に備えてJV運営会議および施設運営会議を都度実施し共同事業体として運営
品質の向上に努めている。

【その他】

・施設管理運営実績を基に更新されている「緊急対応マニュアル」の
最適化、ハザードマップの整備。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
共通の危機管理マニュアルを作成、必要に応じて随時情報更新を行っている。(2024年9月
更新)
〈御殿山〉
・図書館カウンター壁面に地域のハザードマップを掲出している。
・センター階段に地域のハザードマップを掲出している。
〈菅原〉
・図書館南側入口付近に地域周辺の「ハザードマップ」を掲示。
・センター2階ロビーに地域のハザードマップを掲示。

・施設合同避難訓練（年２回）、防災備品の整備（月１回）普
通救命講習の受講（全スタッフ）など、日常から様々な取り組みを行
い緊急時に備える。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
・緊急時・非常時に対する備えとしてJV構成団体である設備管理主導で毎月１回、施設会
議を実施し状況を把握。
・夏季の空調不具合や豪雨による被害発生時にも迅速に設備修繕を実施することで利用者へ
の安全安心を第一に対応。
・事務所内に防災バッグ、非常食、非常トイレをはじめとした防災グッズや経口補水液、熱中飴
などの熱中症対策備品を常備し定期的な点検を実施。
・非常食の賞味期限が残り半年となっていたため、2033年1月期限のものに全て入れ替えを実
施。
・耐用年数が経過したヘルメットの全入替を含めスタッフ人数分を準備。
・菅原生涯学習市民センターにて市民、スタッフを対象とした、AEDの取り扱いを含む普通救命
講習会を実施予定。（11月）

緊急事態発生時又は発生が予測される場合における常時連絡可能な体制・方策が提案されている（確認事項48）

・自衛消防組織を編成し、役割分担体制を明確化し、非常時に迅
速で正確に対応できるよう体制を整備。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
・同敷地内の支所等、各施設を含めた消防組織を編成。消防計画に明記している。

【緊急時における対策に関する事項】
施設（監視盤等）の状況を踏まえ、緊急時・防犯・防災対策の危機管理マニュアル作成等が提案されている（確認事項47）
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3 沿線での情報発信を実施していることから、
本市要求事項を満たしており、事業計画通
りに運営していると判断できる。

3 御殿山では「ひらいろ」への掲載を確認したも
ので、菅原については下期に向けて実施を
予定していることから、本市要求事項を満た
しており、事業計画通りに運営していると判
断できる。

3 3 各施設ともWEB媒体で情報を発信している
ことから、本市要求事項を満たしており、事
業計画通りに運営していると判断できる。

3 3 HPトップページの統合を確認したことから、
本市要求事項を満たしており、事業計画通
りに運営していると判断できる。今後も、
WEBを活用し情報発信に努められたい。

3 3

3.0 3.0

Ｓ
Ａ
Ｂ

Ｃ

A
評価項目１　業務の履行状況　⑴　選定時の基準（確認事項）・事業計画の内容（目標）

に関する事項の評価（所管部署）

事業計画に則した適切な管理運営を行っている 二次評価の平均点が３点以上４点未満
事業計画の履行において一部努力が必要だが、概ね適切な管理運営を行っている 二次評価の平均点が２点以上３点未満

事業計画の履行において、抜本的な管理運営の改善が必要
二次評価の平均点が２点未満
または「１」の評価があり、かつ、その理由が重大な内容である場合

図書館
《共通》
・Facebook・X・Instagramで実施中。

指定管理者による一次評価　平均点 所管部署による二次評価　平均点

評価項目（１⑴）の評価基準
事業計画における提案以上に、良好な管理運営を行っている 二次評価の平均点が４点以上

・生涯学習市民センターと図書館のWEBサイトのTOPページを統合。

生涯学習市民センター・図書館
《共通》
センター・図書館のホームページトップページを統合済（2024年2月27日）

・各SNSの特性を理解した情報発信。

生涯学習市民センター
《共通》
生涯学習情報提供のためInstagram「まなびのタネ」を公開。枚方まなびつながりプロジェクト4
施設共通のSNSアカウントを立ち上げ、写真や動画などのコンテンツ配信を行うことで施設利用
の少ない子育て、現役世代へのアプローチを図っている。
下期よりイベントアンケート等でSNSからの参加実績を集計予定。

SNSを通じた情報発信を行っていることか
ら、本市要求事項を満たしており、事業計
画通りに運営していると判断できる。引き続
きSNSの特性を活かし、情報の鮮度を保つ
ことに留意しながら情報発信に努められた
い。

・各施設個別でも地域性や来館者特性を踏まえたSNSを採用し、情報発信に努めている。御
殿山センターでは展覧会専用のFacebookも活用。
生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・X、YouTube、Facebook（展覧会専用）
〈菅原〉
・X

・枚方の魅力を市民目線で発信する人気サイト「ひらいろ」への記事
掲載。

3 生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・ティーンフラッシュVol.2「みんなで創ろう!この街の未来」展
　大阪・関西万博（夢洲）大阪ウィーク枚方ブース（ギャラリーウェスト）展示作品
　8/6-19巡回展示（御殿山）掲載済
〈菅原〉
・掲載にむけて準備中。

図書館
〈御殿山〉
・4/26（土）開催の絵本セラピストによる絵本セラピーを掲載済。
・5/25（日）開催の絵本セラピストによる絵本講座を掲載済。
・7/13（日）開催の北堀江音読教室による読み聞かせを掲載済。
〈菅原〉
・下期掲載予定。

・「誰でも」「いつでも」必要な方へ情報をお届けできるWEB媒体を活
用した広報活動。

生涯学習市民センター
《共通》
・ホームページ・Facebook（御殿山）・YouTube（御殿山）・X（御殿山・菅原）で実施
中。

・施設未利用者に向けた広報として、京阪電鉄、JR西日本と連携。
協力体制による沿線情報への広告掲載ポスター掲出等。

3 生涯学習市民センター
〈御殿山〉
・御殿山駅にポスタースポット掲出。
・一部大型イベント時は、樟葉駅、枚方市駅にもポスタースポット掲出。
〈菅原〉
・毎月「すがわらだより」を⾧尾駅に設置継続。

図書館
《共通》
・センターだより、イベントお知らせ館内掲示スペース、日々の新刊・自学自習ルームの利用案内
等を表示するデジタルサイネージを活用して、広報に努めている。
〈御殿山〉
・「京阪電車えきからおでかけまっぷ」に御殿山図書館を掲載済。
〈菅原〉
・⾧尾台郵便局のラック広告を利用した「すがわらだより」を配布済。

22



⑵　施設の管理運営に関する経費の収支状況（使用料の収入実績を含む）

○

△

×

評価 評価 評価理由

○ ○
収支は大幅に乖離しておらず、適正であるこ
とを確認した

○ ○
想定を超える支出があったが、経費の縮減
に努めることを確認した

○ ○
運用資金の借り入れを行っていないことを確
認した

○ ○
使用料については帳票等と整合の上、市の
会計規則に則り管理されている

Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｃ

A

⑶　募集要項・仕様書記載事項等に関する事項

○

△

×

評価 評価 評価理由

○ ○
再委託禁止に関する事項を遵守し、運営し
ている。

○ ○ 別の口座で管理していることを確認。

○ ○ 必要な措置を講じていることを確認した

○ ○ 関係法令を遵守していることを確認した

○ ○
日報等で記録しているが、職務の執行に対
する意見、要望等の記録等に該当するもの
はなかった。

○ ○
管理規定等を定め、適正に管理・保存して
いることを確認した

○ ○
光熱水費の削減目標の設定、グリーン商品
の購入を実行しており、環境への配慮が適
切に行われていることを確認した

○ ○ 適切な保険に加入していることを確認した

○ ○
各表示は館内に表示していることを確認し
た。

○ ○ 適切に取り組まれていることを確認した。

○ ○
利用者アンケートを実施し、改善に取り組ん
でいることを確認した。

・指定管理者名と設置者としての市の連絡先を施設内に表示するととも
に、利用料金表等に明記しているか。

指定管理者名と設置者としての市の連絡先を施設内に表示するとともに、利用料金表等に明
記している。

・障害者法定雇用率が達成され（又は達成に向けて取り組まれ）ており、
募集要項13ページに記載している障害者差別解消に関する取り組みが行
われているか。

障害者法定雇用率は達成している（6/1現在）。
＜障害者雇用率（法定2.3％）＞
OGBC3.91％ 、リブネット2.72％、KBT2.85％

・利用者に対するアンケート等、利用者ニーズの情報収集を適切に行うとと
もに、その結果を踏まえて改善に取り組んでいるか。

利用者に対するアンケート等、利用者ニーズの情報収集を適切に行うとともに、その結果を踏ま
えて改善に取り組んでいる。

・指定管理者が業務に伴って作成し、又は受領した文書等に関し、文書管
理に関する規定等を定め、適正に管理・保存しているか。

指定管理者が業務に伴って作成し、又は受領した文書等に関し、文書管理に関する規定等を
定め、適正に管理・保存している。

・募集要項13ページに記載している「環境への配慮」が適切に行われている
か。

適募集要項13ページに記載している「環境への配慮」が適切に行っている。

・適切な保険に加入しているか。 適切な保険に加入している。

・個人情報保護法等の関係法令に基づき個人情報保護に関し必要な措
置を講じているか。

個人情報保護法等の関係法令に基づき個人情報保護に関し必要な措置を講じている。

・労働基準法等の労働関係法令を遵守しているか。 労働基準法等の労働関係法令を遵守している。

・職務の執行に対する意見、要望等の記録等に関する条例に基づき記録
等の対応を行っているか。

職務の執行に対する意見、要望等の記録等に関する条例に基づき記録等の対応を行ってい
る。

所管部署による二次評価

評価理由

・募集要項2ページに記載している再委託禁止に関する事項を順守し、市
の承認手続きが適切に行われているか。

募集要項2ページに記載している再委託禁止に関する事項を順守し、市の承認手続きを適切
に行っている。

・指定管理業務に伴い発生する経費及び収入を、指定管理者が他の事
業等で利用する口座とは別の口座で管理しているか。

指定管理業務に伴い発生する経費及び収入を、指定管理者が他の事業等で利用する口座と
は別の口座で管理している。

評価項目1　業務の履行状況　⑵　施設の管理運営に関する経費の収支状況の評価（所管部署）

評価ポイントごとの評価基準

適正（適切）に実施している。

一部改善が必要であるが、概ね適正（適切）に実施している。

実施していない、又は不適切な点がある

評価ポイント
指定管理者による一次評価

全ての項目が適正（適切）である 全ての項目が○
一部改善が必要であるが、概ね適正（適切）である △が1個以上
不適正（不適切）な点があり、直ちに改善を求める ×が１個以上

・運用資金の借り入れを行っていない。／借り入れを行っている場合、その
理由が妥当か。

運用資金の借り入れを行っていない。

・口座管理、つり銭等の現金管理は適正に行われているか。 口座管理、つり銭等の現金管理は適正に行われている。

評価項目１⑵の評価基準
全ての項目が適正（適切）であり、かつ、特に優れた点が見られる 全ての項目が○、かつ、特に優れた点が見られる

所管部署による二次評価
評価理由

・収支予算書と比較して収入額が大幅に減少していない。／大幅に減少し
ている場合、その理由が妥当で、今後安定した収入を得られる見込みがあ
るか。

収支予算書と比較して収入額が大幅に乖離していない。今後安定した収入を得られる見込み
がある。

・収支予算書と比較して、想定外に多く支出している費目がない。／想定
外に多く支出している費目がある場合、その理由が妥当で、今後、予定外
の支出が発生するおそれがないか。

人件費の上昇及び物価高騰により、当初の想定以上に一般管理費の増加があった。今後にお
いても同様の理由から想定を超える支出が発生する可能性はあるが、予算との乖離を最小限と
するべく経費の節減に努める。

評価ポイントごとの評価基準
適正（適切）である

一部改善が必要であるが、概ね適正（適切）である

不適正（不適切）である

評価ポイント
指定管理者による一次評価
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○ ○
事業報告書、日報・月報等を遅滞なく提出
され、適切に報告されている。

○ ○

修繕に関して、実施記録や要修繕箇所の
把握が適切に行われており、適宜、市に報
告されている。

Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｃ

A

▍２　業務の継続性・安定性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○

△

×

評価 評価 評価理由

○ ○ 応募資格に抵触する事項はない

○ ○

施設の収支状況が安定していることを確認
した

○ ○
団体の経営に影響する要素はないことを確
認した

Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｃ

A評価項目２　業務の継続性・安定性の評価（所管部署）

継続的・安定的にサービスを提供できる状態である 全ての項目が○
一部改善が必要であるが、概ね継続的・安定的にサービスを提供できる状態である △が1個以上

不適正（不適切）な点があり、直ちに改善を求める ×が１個以上

・施設の収支状況（自主事業の収支を含む）が安定しているか。（赤字
の場合は、その赤字分を継続的・安定的にカバーできる財務状況となってい
るか。）

施設の収支状況（自主事業の収支を含む）が安定している。

・その他、団体の経営に影響する要素はないか。
その他、団体の経営に影響する要素はない。

評価項目２の評価基準
継続的・安定的にサービスを提供できる状態であり、かつ、特に優れた点が見られる 全ての項目が○、かつ、特に優れた点が見られる

（損益計算書等）
・安定した収益をあげられているか。（赤字となっていないか。）

○
（損益計算書等）
安定した収益をあげられている。 ○

安定した財務状況となっている

・応募の資格に抵触する事項はないか。 応募の資格に抵触する事項はない。

（監査報告書等）
・会計手続きが適正に行われていることが確認できたか。

○ （監査報告書等）
会計手続きが適正に行われていることが確認できている。

○ 会計手続きが適正に行われていることを確
認した

（貸借対照表）
・資産・負債の中に大きな前期比増減がない。／ある場合、その理由は妥
当か。

○

（貸借対照表）
資産・負債の中に大きな前期比増減がない。 ○

大きな前期比増減は生じていない

（監査報告書等）
・事業の存続に関わる異常事項が指摘されていないか。

○ （監査報告書等）
事業の存続に関わる異常事項が指摘されていない。

○ 異常事項が指摘されていないことを確認した

評価項目1　業務の履行状況　⑵　施設の管理運営に関する経費の収支状況の評価（所管部署）

評価ポイントごとの評価基準
適正（適切）である

一部改善が必要であるが、概ね適正（適切）である

不適正（不適切）である

評価ポイント
指定管理者による一次評価

全ての項目が適正（適切）である 全ての項目が○
一部改善が必要であるが、概ね適正（適切）である △が1個以上

不適正（不適切）な点があり、直ちに改善を求める ×が１個以上

所管部署による二次評価

評価理由

・事業報告書、日報・月報等を遅滞なく市に提出するとともに、業務の実施
状況が適切に報告されているか。

事業報告書、日報・月報等を遅滞なく市に提出するとともに、業務の実施状況が適切に報告
している。

・施設や設備等の修繕に関して、実施記録や要修繕箇所の把握が適切に
行われており、適宜、市に報告されているか。

施設や設備等の修繕に関して、実施記録や要修繕箇所の把握が適切に行われており、適宜、
市に報告している。

評価項目１⑵の評価基準
全ての項目が適正（適切）であり、かつ、特に優れた点が見られる 全ての項目が○、かつ、特に優れた点が見られる
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▍３　指定管理者による一次評価（総括）　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一次評価コメント

【菅原図書館】
菅原図書館では、生涯学習市民センターとの連携・協力を図っています。MOKUでの「ものがたりワークショップ:おりがみでバラをつくろう」では、絵本の読み聞かせをおこない、協力し事業を開催しています。併せて、館内での資料の特集展
示、加えて「ひらかた電子図書館」での特集と展開しています。また、読書活動推進事業として、地元で珈琲の自家焙煎店を営まれる専門家による、よるとしょコーヒー「 珈琲入門講座」、絵本セラピー  さあ、絵本を楽しみましょう「世界の国
からこんにちは」などを色々なワークショップ・講座を開催しています。子ども向けの事業では、地域のボランティアと協力し「多言語おはなし会」の開催、季節ごとに工夫をこらした「スタンプラリー」などを実施しています。下期も引き続き、事業の充
実、確実な図書館業務サービスの提供に努め、地域社会に根差した生活に最も身近な親しみやすく生活の中にある図書館を目指してまいります。

【令和7年度実績】上期
個人貸出冊数:147,725冊（昨年同期　153,185冊）（対前年度比 96.4％）
個人貸出人数:47,424人（昨年同期  51,007人）（対前年度比 93.0 ％）
新規登録者数:349人（昨年同期 297人）（対前年度比  117.5%）

＜生涯学習市民センター＞
【総括】
御殿山菅原グループでは、提案書のコンセプトである「市民が『まなび』と『つながり』を共有する、誰もが気軽に集える、まちなかサロン」の実現に向け、提案内容に基づいた各種取り組みを積極的に推進いたしました。
特に上期は、「大阪・関西万博」開催に向けた機運の高まりを背景に、関連事業として『2025大阪・関西万博チャレンジ共創企画「Art de Peace」大阪・関西万博で絵じゃないか!』を開催し、市民の創造的な参加を促進しました。ま
た、昨年度より開始したオンライン事業として、枚方市内4館合同による「家庭菜園セミナー」を実施。楠葉センターでの講義をサテライト会場に同時配信することで、広域的な学習機会の提供に取り組みました。講座は幅広い世代から好評
を得ており、継続的な参加意欲を喚起する内容となっています。さらに、上期に着手した新規事業や施設の魅力向上の取り組みは、今後地域に浸透し、利用者の拡大や交流の深化につながることが期待されます。引き続き、地域のニーズ
に応じた柔軟な事業展開を図り、センターの魅力と機能の向上に努めてまいります。加えて、「御殿山フェスタ」や「作品合同展」（御殿山センター）、「菅原サークル発表会」（菅原センター）の準備をはじめ、各種活動委員会事業、日本
語・多文化共生教室、人形劇関連事業など、市民主体の自発的な学びを支援する取り組みを計画的に実施しました。下期においても、提案書・仕様書・年度計画書に基づき、計画的な事業推進を継続することで、市民の生涯学習の促
進に引き続き取り組んでまいります。

【御殿山生涯学習美術センター】
4-9月稼働率は51.9％（年間目標値57.5％）、利用人数17,559人（年間目標値36,861人）低調な結果となった。これを受けて、今後は「商店会をはじめ地域住民との連携」「各種広報媒体での施設PR活動」「利用者目線での
施設整備や備品更新」を引き続き推進し、下期での目標達成を目指す。自主事業では、昨年に続き、御殿山施設のルーツである「大阪美術学校」が開校100年、御殿山移転95年という節目から、「没後60年記念 矢野橋村展」を開
催。関連イベントとして実施した「マナビスト講座」（2回）では、参加者から「企画展をより深く楽しめた」との好評の声を多く頂いた。万博関連事業では、「2025大阪・関西万博チャレンジ共創企画『Art de Peace』」と連動し、「大阪・関
西万博で絵じゃないか!」展覧会を開催。また、「ティーンフラッシュVol.2『みんなで創ろう!この街の未来』展」では、大阪・関西万博（夢洲）大阪ウィーク枚方ブース（ギャラリーウェスト）展示作品の巡回展示も実施し、万博を契機とした
創造活動の機運を高め、地域における文化芸術への関心と参加を促進した。さらに、若者世代・現役世代に向けた創作体験・学びの機会を実技講座として提供し、より多くの市民に施設の魅力や価値を伝えることで、参加と共感の輪を広
げた。利用者アンケートに寄せられた貴重なご意見を丁寧に反映し、誰もが気軽に訪れ、創作と交流ができる愛される施設運営の深化を図ります。今後も、「市民が『まなび』と『つながり』を育む、枚方唯一無二の美術センター」としての役割
を果たしてまいります。

【菅原生涯学習市民センター】
4-9月稼働率64.5％（年間目標値65.3％）、利用人数38,694人（年間目標値80,992人）という結果となりました。昨年度に引き続き、当日空き枠利用者の受け入れ、新規利用者への施設案内、広報媒体を活用した施設PR
活動、そして利用者目線での施設整備や備品の更新といった取り組みを推進したことで順調な滑り出しとなり、自主事業では、図書館との連携による「ものがたりワークショップ」を1回、「ガラス窓お絵かきプロジェクト」を2回、上期に実施。「ガ
ラス窓お絵かきプロジェクト」では、昨年度に続き、図書館館⾧を講師に迎え、季節感を活かしたテーマで開催いたしました。さらに、現役世代や夜間利用の促進を目的として、「社会人として知っておきたいお金の話」と題した夜間ビジネスセミ
ナーを開催し、認知度の向上と利用者層の拡大を図りました。また、新しい試みとして、市民参加型の消防訓練や打ち水の実施、こども食堂との連携を図るなど、市民とセンターの関係を構築することができました。枚方市内4館合同のオンラ
イン事業「家庭菜園セミナー」では、楠葉センターでの講義内容を同時配信するサテライト会場として機能し、広域的な学習機会の提供にも貢献。万博関連事業としては、「2025大阪・関西万博チャレンジ共創企画『Art de Peace』」と連
動し、「大阪・関西万博で絵じゃないか!」展覧会を開催しました。下期においても、提案案件の未実施事業である「音楽・ダンススクールの発表会」など、夜間の空き枠を活用した新規事業の展開を予定しており、地域サークルの練習利用
の場としての貢献も目指します。今後も、利用者アンケートに寄せられた貴重なご意見を丁寧に反映し、誰もが気軽に訪れ、学び、交流できる愛される施設運営を進めてまいります。そして、「市民が『まなび』と『つながり』を育む生涯学習市民
センター」としての使命を果たしてまいります。

＜図書館＞
【総括】
令和7年度は、指定管理２期目の中間年にあたります。特に今年度はICタグシステムが導入され、自動貸出機・予約棚が設置されるという大きな変化がこの先予定されています。
そのなかでも引き続き利用者に寄り添って地域に根差した図書館であるよう、また美術センター（センター）と共に”市民が『まなび』と『つながり』を共有する、暮らしの中のサードプレイス”であるべく努めております。
貸出・返却・予約などの基本的な図書館業務を確実に行うとともに、これまで開催し好評をいただいている「講座・ワークショップ」「スタンプラリー」「特集展示、ミニ特集」なども参加者のご意見を反映し改良を重ねながら継続して実施していま
す。
これらの取り組みが、新たな図書館の利用に繋がり、また、これまで利用者いただいているの方には新たな本との出会い・発見をを求めて来館していただけるよう、来館いただいた方には「一冊でも多く手に取って借りてていただけるよう」努めてま
いりました。
年度初めに実施した「独自アンケート」や日頃のアンケートで頂戴したり、カウンターで直接伺ったご意見は、図書館運営に反映させています。
令和7年度下期は、ICタグシステムが稼働し始めるのに伴い、利用者のとまどいも生じるかと思いますが、利用者それぞれのご要望にきめ細かく対応するよう、また自動貸出機が利用されることによって、これまでカウンターでの貸出に対応してい
た時間をレファレンスなどの充実にあてるよう、スタッフの能力向上にも努め、利用者の皆様に読書の楽しみ、図書館来館の楽しさをお伝えできればと思っております。

【御殿山図書館】
御殿山図書館では、生涯学習美術センター（市民センター）との連携・協力を軸に、美術センターの事業で、御殿山フェスタ、作品合同展、marron chantilly展の資料の提供などに連携・協力した。また、読書活動推進事業として、成
人の方々に知見と情報を提供する「絵本セラピストによる大人の絵本セラピー」、「心理カウンセラーによる心理学講座」など、必要な情報を提供した。「大人のスタンプラリー」や「よるとしょ　大人のレジン　レジンでチャームを作ろう!」のワーク
ショップを開催。子ども向けの事業では、絵本講師、絵本専門士による絵本講座＆おはなし会の実施。さらに、音読教室の講師による絵本の読み聞かせ、おはなし会を活発に開催した。今後も合同消防訓練の実施、合同研修など、美術
センター職員と共に参加をしてより連携強化を図るとともに、地域に根差した図書館の役割を果たしていく。

【令和7年度実績】上期
個人貸出冊数:87,183冊（昨年同期　93,139冊）（対前年度比 93.6％）
個人貸出人数:25,475人（昨年同期  28,681人）（対前年度比 88.8 ％）
新規登録者数:208人（昨年同期 211人）（対前年度比  98.6%）
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▍４　所管部署による二次評価（総括）　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　⑴　評価項目ごとの評価結果及び総合評価

評価結果 総合評価

⑴ A
⑵ A
⑶ A

A

　⑵　二次評価コメント

▍５　改善指示への対応状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

該当なし令和　　年　　月

総合評価の考え方

　評価項目ごとの評価をそれぞれＳ＝４点、Ａ=３点、B=２点、C=１点として４項目（または３項目）の合計点数を算出し、そのうち「Ｃ」評価が１つ以上ある場合はその合計点数から１点減点し、下表の区分により総合評価を決定す
る。
　ただし、評価ポイントにおいて「１」や「×」となった理由が重大な内容である場合は、総合評価を「Ｃ」評価とする。

＜菅原生涯学習市民センター＞
両センターとも、引き続き稼働率・来館者数が堅調に推移しており、利用者満足度調査において引き続き高水準を維持されていることから、良好な施設運営が継続されていると評価します。利用者目線に立った窓口対応や施設管理、備品
更新のほか、個人情報保護や災害対応といった基本的事項に関する職員研修が着実に実施され、安定したサービス提供に資する体制が構築されている点も高く評価します。
特に、令和７(2025)年度は大阪・関西万博を契機とした創造的な取り組みとして「絵じゃないか」企画等、積極的に展開し、芸術文化と地域のつながりを深める活動が見られました。
一方で、提案書に記載された未実施項目や新規事業の展開においては、今後の着実な実行が求められます。特に、夜間の空き枠を活用した利用促進や、若年層・現役世代へのアプローチなど、さらなる利用者層の拡大に向けた施策につ
いては継続的な検討と実行が望まれます。
今後も、市民が「まなび」と「つながり」を育むことができる地域拠点として、誰もが気軽に訪れ、参加・共感できる開かれた施設運営に努めていただくことを期待します。引き続き、利用者の声を丁寧に受け止め、魅力と機能の両面で進化し続
ける施設となるよう取り組んでください。

〈図書館〉
　図書館全施設で8月に実施した図書館サービスに関する窓口アンケートにおいて、スタッフの窓口対応については両施設ともに90％以上の満足度であったことは、接遇研修や常日頃の図書館利用者との向き合い方の積み重ねであり、評
価できます。
　ICタグシステムの導入と予約図書受取コーナーの設置が進みつつあり、これまでカウンターでスタッフが行っていた貸出業務の多くを利用者自身が行うようになります。これらによりスタッフは従前以上に図書館の専門的なスタッフとしての取り組
みに力を注ぐことが必要になってきます。読書相談・案内、様々な事業展開、より効果的な選書など、図書館サービスの向上につながるような取り組みに期待します。
  下期に予定している事業以外にも、当初の事業計画書で提案されている事業についても積極的な実施を期待するもので、実績として事業の実施だけではなく、実施した事業の効果はどうだったのか、次の事業展開にどのように活かしていく
のかといった観点を忘れず、「次に」「未来に」つなげる意識をもって取り組みを進められることに期待します。
　令和７年度中にはICタグシステムを導入します。あわせて予約図書受取コーナーの運用も始まります。これまでスタッフが時間を割いていた業務の一部が簡素化されるもので、その時間をレファレンスサービスやフロアワーク、効果的な選書な
ど、図書館サービスの充実につながる取り組みに活かせるよう期待します。

指示を行った時期 内　容 対応状況

評価項目

１　業務の履行状況

A
選定時の基準（確認事項）・事業計画の内容（目標）に関する事項

施設の管理運営に関する経費の収支状況（使用料の収入実績を含む）

募集要項・仕様書記載事項等に関する事項

２　業務の継続性・安定性
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